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通常所会（決算）
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二
年
目
の
秋
を
迎
え
て

秋
田
県
宗
務
所
　

所
長
　
越
　
姓
　
玄
　
悦

　

開
幕
ま
で
は
治
安
の
悪
さ
や
施
設
の
遅
れ
、
内
政

の
混
乱
な
ど
歓
迎
さ
れ
な
い
話
題
が
先
行
し
た
リ
オ

五
輪
も
、
幕
を
開
け
れ
ば
日
本
選
手
の
活
躍
に
連
日

沸
き
返
り
、
地
球
の
裏
側
の
熱
さ
が
連
日
の
猛
暑
に

加
わ
っ
た
か
の
よ
う
な
夏
と
な
り
ま
し
た
が
、
管
内

御
寺
院
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
御
健
勝
に
て
お

過
ご
し
の
こ
と
と
拝
察
申
し
あ
げ
ま
す
。�

　

七
月
二
十
九
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
宗
務
所
会
に

お
い
て
、
参
与
、
所
会
議
員
諸
老
師
の
御
出
席
の
も

と
、
提
案
致
し
ま
し
た
案
件
す
べ
て
が
満
場
一
致
に

て
承
認
、
議
決
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
御
報
告
申
し
あ

げ
ま
す
。�

　

昨
年
度
は
、
大
本
山
總
持
寺
様
で
は
二
祖
様
の

六
五
〇
回
大
遠
忌
を
迎
え
、
十
月
に
は
正
当
法
会
が

厳
か
に
営
ま
れ
ま
し
た
。
宗
務
所
管
内
に
目
を
移
せ

ば
、
梅
花
講
が
六
十
周
年
の
節
目
を
迎
え
、
関
係
各

位
の
御
協
力
と
御
尽
力
に
よ
り
記
念
奉
詠
大
会
を
盛

大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
秋
に
は
宗
務

所
・
禅
セ
ン
タ
ー
設
立
二
十
五
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、
花
園
大
学
教
授
、
佐
々
木
閑
先
生
を
講
師
に
お

招
き
し
て
公
開
講
座
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
事
業
報

告
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
掲
載
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
が
、
反
省
す
べ
き
点
や

検
討
を
要
す
る
点
な
ど
多
々
あ
っ
た
こ
と
と
存
じ
ま

す
。
県
内
御
寺
院
様
の
御
理
解
と
御
協
力
に
感
謝
申

し
あ
げ
、
昨
年
度
の
経
験
を
本
年
度
に
生
か
せ
る
よ

う
役
職
員
一
同
職
務
に
精
励
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。�

　

決
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
概
ね
予
算
に
従
っ
て
執

行
で
き
ま
し
た
が
、
歳
出
の
部
の
人
件
費
、
費
用
弁

償
に
つ
き
ま
し
て
は
予
算
額
を
超
過
致
し
ま
し
た
。

予
算
設
定
の
際
の
見
通
し
が
甘
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
い
う
謗
り
は
免
れ
な
い
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
こ
れ
を
踏
ま
え
ま
し
て
、
三
月
の
予
算
所
会
で

は
費
用
弁
償
を
増
額
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本

年
度
は
予
算
に
従
っ
た
執
行
に
努
め
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
何
卒
御
海
容
の
ほ
ど
御
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。�

　

新
し
い
年
度
に
入
り
既
に
半
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し

て
お
り
ま
す
が
、
五
月
十
一
日
開
催
の
布
教
協
議
会

で
は
特
派
布
教
師
御
二
方
に
も
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
葬
祭
の
現
状
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
の
場
と
致

し
ま
し
た
。「
お
坊
さ
ん
便
」
が
話
題
を
集
め
、
家

族
葬
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
葬
儀
を
取
り
巻
く
環
境

の
変
化
は
そ
の
速
度
を
増
し
て
お
り
ま
す
。
人
口
減

少
や
高
齢
化
に
加
え
、
地
域
共
同
体
意
識
の
薄
れ
な

ど
複
雑
な
要
素
が
絡
み
合
う
中
で
、
看
過
で
き
な
い

課
題
も
顕
在
化
し
つ
つ
あ
り
、
寺
院
間
の
情
報
共
有

の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。�

　

九
月
以
降
に
も
重
要
な
事
業
が
控
え
て
お
り
ま
す

が
、
充
実
し
た
も
の
に
な
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
御
理
解

と
御
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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夏
が
過
ぎ
去
り

所
会
　
副
議
長
　
藤
　
原
　
徳
　
義

　

今
夏
、
お
盆
の
支
度
を
し
な
が
ら
拙
寺
八
世
様
を

想
像
た
く
ま
し
く
偲
ん
で
み
ま
し
た
。
世
代
位
牌
に

前
永
平
當
寺
八
世
大
雄
万
光
大
和
尚
禅
師
、
文
化

十
二
年
（
一
八
一
五
）
四
月
六
日
示
寂
と
遺
す
の
み

で
、
晋
山
転
住
な
ど
の
足
跡
に
つ
い
て
は
不
詳
な
ま

ま
で
い
た
世
代
様
の
一
人
で
す
。

　

そ
れ
が
三
年
前
に
須
弥
壇
上
を
修
理
し
た
と
き
、

本
尊
様
を
安
置
し
て
い
た
台
裏
に
「
寛
政
元　

丑
七

月
六
日　

現
住
八
世　

極
上
不
出
来
」
と
達
筆
な
書

き
記
し
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
お
世
辞
に
も
上
手
な

出
来
栄
え
と
は
言
え
ま
せ
ん
の
で
、
自
ら
「
極
上
不

出
来
」
と
自
己
採
点
で
も
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
し

か
し
、
長
閑
な
田
舎
寺
院
に
遊
ぶ
禅
僧
の
真
骨
頂

を
、
そ
の
ユ
ー
モ
ア
な
表
現
か
ら
垣
間
見
る
よ
う
で

微
笑
ま
し
い
発
見
で
す
。
そ
し
て
、
年
号
か
ら
す
る

と
二
二
七
年
前
に
工
作
し
た
住
職
の
証
が
、
誰
も
知

ら
な
い
ま
ま
に
本
尊
様
を
置
き
使
わ
れ
て
い
た
と
思

え
ば
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
は
香
炉
台
代
わ
り
に
、
仏
具
カ
タ
ロ
グ
で
紹

介
す
る
ど
ん
な
極
上
品
よ
り
も
立
派
な
よ
う
に
思

え
、
大
切
に
室
中
で
使
用
し
て
い
ま
す
。
お
盆
の
準

備
中
、
大
概
の
こ
と
は
自
分
で
片
付
け
た
と
思
わ
れ

る
八
世
様
の
姿
に
拙
僧
を
重
ね
て
仕
事
の
励
み
と
な

り
ま
し
た
。
と
て
も
有
り
難
い
こ
と
で
す
。

　

私
た
ち
宗
侶
は
檀
家
さ
ん
に
「
今
の
自
分
は
ご
先

祖
様
か
ら
頂
く
命
の
つ
な
が
り
。
ど
の
ご
先
祖
様
が

欠
け
て
も
今
の
自
分
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
そ
れ
程
ご

先
祖
様
と
は
尊
い
の
で
す
」
と
年
回
供
養
の
大
切
さ

を
説
き
ま
す
。
寺
院
の
継
続
も
同
じ
こ
と
で
、
開
創

か
ら
現
在
に
至
る
の
は
、
各
世
代
様
の
尽
力
に
他
な

り
ま
せ
ん
。
そ
う
思
う
と
、
現
住
の
開
山
以
来
の
伝

燈
を
後
世
に
つ
な
ぐ
責
任
は
重
大
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
寺
院
維
持
は
不
安
も
数
多

く
あ
り
ま
す
。
特
に
宗
門
寺
院
の
大
多
数
は
人
口
減

少
が
顕
著
な
地
域
に
あ
っ
て
、
今
ま
で
の
よ
う
な
寺

院
維
持
は
徐
々
に
通
用
し
な
く
な
る
と
危
惧
致
し
ま

す
。
理
想
の
例
え
に
、
一
つ
の
瓶
か
ら
次
の
瓶
に
水

を
余
す
こ
と
な
く
移
す
「
写
瓶
」
の
伝
授
も
、
時
代

に
即
応
し
た
変
化
も
必
要
と
思
い
ま
す
。
と
て
も
難

し
い
時
代
に
直
面
致
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
寺
院
維
持
に
は
、
護
持
会
の
協
力
無

し
に
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
護
持
会
の
組
織
は
そ
れ

ぞ
れ
の
寺
院
間
で
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
護

持
会
の
交
流
は
有
意
義
な
集
ま
り
と
な
り
ま
す
。
お

互
い
菩
提
寺
を
守
る
共
通
話
題
は
、
そ
こ
に
参
考
と

な
る
情
報
も
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
所
会

副
議
長
は
同
時
に
宗
務
所
護
持
会
副
会
長
に
も
就
き

ま
す
が
、
護
持
会
側
と
の
連
携
を
強
固
に
す
る
た
め

の
方
針
か
ら
の
役
職
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
微
力
な

が
ら
も
頑
張
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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平成27年度　曹洞宗秋田県宗務所事業報告
27 年 事　　業　　名 開催場所 備　考 参加数

４月 13 日 寺族会総会 宗務所 69
30 日 所報第 111 号発行 予算報告　他

５月
12 日 臨時所会 宗務所
12 日 布教委員会 ･布教協議会 宗務所

27 日〜 30 日 梅花流全国奉詠大会 横浜市 パシフィコ横浜 128

６月

3日 婦人会総会 宗務所 51
5 日〜 10 日 特派布教巡回 管内 18 教場 特派布教師 3名 1611
19 日 監査会 宗務所

15 日〜 20 日 梅花特派巡回 ( 宗務所会場：師範・詠範の会：2会場 ) 管内 17 教場 特派師範 3名 944
25 日〜 26 日 宗務所護持会総会 岩手大槌 地蔵尊点眼 38

７月

13 日〜 14 日 現職研修会 歓喜寺 185
15 日〜 16 日 寺族会研修旅行 新潟六日町 西福寺・永林寺 20
24 日 通常所会 ( 決算 ) 宗務所
26 日 梅花流秋田県 60 周年記念奉詠大会 秋田市 文化会館 936

８月 禅の集い 管内寺院
8日〜 20 日 宗務所休務 盆休み

９月
1日 所報第 112 号発行 決算報告　他
2日 宗務所長杯野球大会 秋田市 雨天中止
19 日 梅花検定会（県北地区）四級師範 ･三級詠範 ･二級教範まで受検可 73

10 月
１日 宗務所寺族集会 宗務所 44

7 日〜 10 日 本山研修会 永平寺 宗務所休務 86
30 日 設立集会（永年 ･寺族表彰式）25 周年 秋田市 キャッスルホテル 183

11 月 1 日 禅センター記念日
13 日 梅花検定会（中央 ･県南地区）　四級師範 ･三級詠範 ･二級教範まで受検可 78

12 月 26 日〜 1月 7日 宗務所休務
28 年

１月 20 日 所報 113 号発行 新年号
26 日 宗務所梅花講役員会 宗務所 12

２月 5日 諮問委員会 ･災害対策協議会 宗務所
23 日 宗務所梅花講講長会 宗務所 24

３月 徒弟研修会 未開催
9日 通常所会（予算） 宗務所

第115号5（　）平成28年９月15日 曹洞宗秋田県宗務所所報



曹洞宗秋田県宗務所･禅センター
平成27年度 事業報告

【禅センター布教部･研修部･梅花部】

№ 平成 月　　日 開始時間 事業名 ･ 備考 参加人数
1

27 年

４月３日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（〜 15 時） 29
2 ５月１日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（〜 15 時） 23
3 ５月19日（火） 10 時 30 分 布教部 布教師養成講座 29
4 ６月５日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（〜 15 時） 20
5 ６月９日（月） 10 時 30 分 梅花部 宗務所講師等研修会 26
6 ７月１日（水） 10 時 30 分 布教部 写経会 ９
7 ７月１日（水） 13 時 布教部 仏教講座①（〜 16 時） 31
8 ７月３日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（〜 15 時） 22
9 ９月２日（水） ９時 30 分 宗務所長杯野球大会　雨天 中止
10 ９月４日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（〜 15 時） 28
11 ９月８日（火） 10 時 30 分 布教部 写経会 ８
12 ９月８日（火） 13 時 布教部 仏教講座②（〜 16 時） 30
13 ９月18日（金） 13 時 研修部 研修会 13
14 10月２日（木） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（〜 15 時） 19
15 10月30日（金） 13 時 30 分 禅センター設立集会 44
16 10月30日（金） 13 時 30 分 布教部 仏教講座・公開講座（設立集会） 183
17 10月30日（金） 13 時 30 分 研修部 研修会（設立集会併催） 183
18 11月５日（木） ９時 布教部 仏教講座・野外研修 26
19 11月６日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（〜 15 時） 14
20 12月３日（木） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（〜 15 時） 19
21 12月４日（金） 10 時 30 分 布教部 写経会 ５
22 12月４日（金） 13 時 布教部 仏教講座③（〜 16 時） 24
23

28 年

２月４日（木） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（15 時） 25
24 ２月９日（火） 10 時 30 分 布教部 布教師養成講座 33
25 ２月26日（金） 13 時 研修部 実務研修会 37
26 ３月４日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（〜 15 時） 25
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平成27年度　曹洞宗秋田県宗務所歳入歳出決算書

� （単位：円）

項　　　　　目 本年度予算額 本年度決算額 増　　　　減
歳　入　合　計 58,934,671 60,250,495 1,315,824
歳　出　合　計 58,934,671 48,177,235 △ 10,757,436
差　引　残　額 ０ 12,073,260 12,073,260

歳入の部
項　　　　　　目 本年度予算額 本年度決算額 比較増減 説　　　　明

１　賦　課　金 41,366,960 41,405,160 38,200

1. 寺 格 割 1,839,000 1,839,000 0 格地＠ 10,000 × 24　法地＠ 5,000 × 317准法地＠ 2,000 × 7
2. 級 階 割 35,996,960 35,924,160 △ 72,800 449,052 点× 80 円

3. 教 師 割 3,531,000 3,642,000 111,000
大教師＠ 42,000 × 6 名　権大教師＠ 30,000 × 58 名
正教師＠ 6,000 × 164 名
一等教師＠ 3,000 × 132 名（一等教師補２名含む）
二等教師＠ 2,000 × 135 名

２　手　　数　　料 2,400,000 2,666,400 266,400

1. 手 数 料 2,400,000 2,666,400 266,400 各種申請手数料　宗務所義財金　梅花義財金
３　補　　助　　金 700,000 1,021,336 321,336

1. 補 助 金 700,000 1,021,336 321,336 本庁事業補助　事務補助　梅花補助教化補助　現職研修会補助　他
４　諸　　収　　入 3,500,000 4,189,888 689,888

1. 諸 収 入 3,500,000 4,189,888 689,888

現 職 研修会受講料＠ 7,000 × 185 名
=1,295,000　梅花検定料＠ 3,000 × 141 名
=423,000
梅花奉詠大会参加料＠ 2,000 × 768 名
=1,536,000　預貯金受取利息 2,343
大遠忌局 503,500　所会懇親会添菜等
226,000　その他

５　繰　越　金 10,967,711 10,967,711 0

1. 繰 越 金 10,967,711 10,967,711 0
歳　入　合　計 58,934,671 60,250,495 1,315,824

一金　60,250,495 円　平成 27 年度　歳入決算額
—金　48,177,235 円　平成 27 年度　歳出決算額
一金　12,073,260 円　差引残額　　　　　　　　
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項　　　　　目 本年度予算額 本年度決算額 比較増減 説　　　　　　　　　　　　　明
１　人　　件　　費 16,340,000 16,945,604 605,604

1. 役職員手当 5,040,000 5,040,000 0 ＠ 70,000 × 6 名× 12 ヶ月
2. 書記手当 1,680,000 1,680,000 0 ＠ 70,000 × 2 名× 12 ヶ月
3. 傭 人 費 200,000 160,050 △ 39,950 ワックス 3回　ガラス拭き　所内清掃

4. 旅　　費 4,000,000 4,033,554 33,554
管区宗連　教化センター　本庁　各種講
演会　本山研修会
梅花流全国大会　他

5. 費用弁償 4,300,000 4,912,000 612,000
所長 8,000　副所長 7,000　教化 7,000
庶務 8,000　梅花 5,000
人権 4,000　明石書記 3,000
佐藤書記 8,000

6. 期末手当 1,120,000 1,120,000 0 ＠ 70,000 × 2 × 8 名
２　事　　務　　費 4,400,000 3,267,725 △ 1,132,275

1. 備 品 費 650,000 250,782 △ 399,218 書籍　事務機器　他
2. 通 信 費 1,000,000 879,138 △ 120,862 電話料　郵便料　配送料　他
3. 印 刷 費 600,000 264,600 △ 335,400 封筒　賞状　他
4. 消耗品費 500,000 422,145 △ 77,855 雑貨　事務用品　他

5. リース料 550,000 478,692 △ 71,308 コピー機 ･電話機 ･ＯＡ機器リース料 ･フレッツジャパン月額　等
6. 広 報 費 1,100,000 972,368 △ 127,632 宗務所所報 3回発行　ホームページ管理料

３　管　　理　　費 2,850,000 2,475,612 △ 374,388

1. 維 持 費 700,000 685,730 △ 14,270 保険料　清掃費　浄化槽管理料　警備保障　他
2. 地　　代 250,000 250,000 0 天徳寺様借地代

3. 営 繕 費 1,000,000 774,000 △ 226,000 障子張替　シロアリ駆除　畳表替え茶湯器修理
4. 光 熱 費 900,000 765,882 △ 134,118 電気　ガス　水道　灯油　他

４　会　　議　　費 1,500,000 1,232,130 △ 267,870

1. 所　 会 1,300,000 1,131,130 △ 168,870 所会 3回
2. 委 員 会 200,000 101,000 △ 99,000 監査 1回　諮問 1回　災害対策協議会 1回

５　事　　業　　費 10,050,000 8,633,607 △1,416,393

1. 事 業 費 2,150,000 1,383,382 △ 766,618
現職研修 641,259　本山研修 399,123
輪袈裟代 103,000
寺族集会 90,000　所長杯 150,000

2. 布教伝道費 1,000,000 866,570 △ 133,430
特派教場＠ 20,000 × 18
特派布教師送迎費 316,570
宗務所布教師・会場補助 190,000

3. 梅 花 費 5,500,000 4,994,441 △ 505,559

梅花特派教場補助＠ 20,000 × 17 教場　
梅花全県奉詠大会 2,799,143
役員会・講長会 155,000　検定会 489,786
師範会 700,000
一泊研修会 100,000　特派師範送迎費
224,290　梅花養成所 73,200　他

4. 教 化 費 650,000 641,558 △ 8,442
布教委員会 300,000　布教協議会 167,300
管区寺族会負担金 50,000
禅の友（一年間）28,800　各種研修会　等

5. 慰 問 賞 150,000 120,000 △ 30,000 住職永年勤続 50 年 ･60 年祝膳料　50 年4 師
6.�人権擁護
推進費 600,000 627,656 27,656 全国人権研修会 2 回 140,000　書籍資料12,096　管区人権啓発研修会 292,000　他

歳出の部
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項　　　　　目 本年度予算額 本年度決算額 比較増減 説　　　　　　　　　　　　　明
６　禅センター事業費 2,600,000 2,225,890 △ 374,110

1. 会 議 費 150,000 87,874 △ 62,126 三部会長会議費　各委員会
2. 布教部費 700,000 666,621 △ 33,379 仏教講座　写経会　布教師養成講座
3. 研修部費 600,000 528,000 △ 72,000 各種研修会
4. 梅花部費 450,000 332,452 △ 117,548 梅花流講習会
5. 運 用 費 700,000 610,943 △ 89,057 備品　設立記念事業費　等

７　補　　助　　費 7,657,000 7,598,516 △ 58,484

1. 事務補助 4,200,000 4,140,516 △ 59,484 所費の 10%各教区へ
2. 事業補助 347,000 348,000 1,000 教区主催現職研修会 ･寺族研修会補助金
3. 所護持会補助 700,000 700,000 0 宗務所護持会 700,000
4. 禅の集い 800,000 800,000 0 教区寺院開催補助金

5. 教化団補助 1,610,000 1,610,000 0
保護司 200,000　曹青会 500,000
寺族会 350,000　尼僧団 100,000
婦人会 300,000　教誨師 60,000
布教師の会 100,000

８　表　　彰　　費 300,000 385,108 85,108

1. 表 彰 費 300,000 385,108 85,108 住職勤続・寺族表彰　記念品代
９　慶　　弔　　費 2,400,100 940,000 △1,460,100

1. 慶 弔 費 400,000 140,000 △ 260,000 結制・落慶　本葬　等
2. 本山慶弔費 100 0 △ 100 両本山慶弔会　等

3. 弔 慰 金 2,000,000 800,000 △ 1,200,000 管内寺院住職・東堂 100,000 × 6 名寺族 50,000 × 4 名
10　負　担　金 539,400 539,400 0

1. 全国所長会 156,600 156,600 0 348 ヶ寺×＠ 350　全国所長会災害援護金 348 ヶ寺×＠ 100
2. 布教助成費 208,800 208,800 0 348 ヶ寺×＠ 600
3. 管 区 費 174,000 174,000 0 348 ヶ寺×＠ 500

11　交　際　費 400,000 186,937 △ 213,063

1. 交 際 費 400,000 186,937 △ 213,063
12　食　糧　費 1,150,000 1,342,616 192,616

1. 所会食糧費 600,000 823,948 223,948 通常所会 2回（前教区長慰労含む）
2. 委員会食費 50,000 36,642 △ 13,358 監査会 (1)　諮問委員会 (1)
3. 所内食糧費 500,000 482,026 △ 17,974

13　財政調整費 8,284,671 2,213,254 △6,071,417

1. 災害見舞金 2,000,000 0 △ 2,000,000 寺院火災見舞金　1ヶ寺分
2. 記念品代 750,000 153,148 △ 596,852 教区長退任記念品代

3. 財政調整金 4,534,671 1,060,106 △ 3,474,565 設備費　2Ｆ暖房器更新　事務所ストーブ更新
4. 基本金操出金 1,000,000 1,000,000 0

14　選　挙　費 300 0 △ 300

1. 副 貫 首 100 0 △ 100
2. 宗務所長 100 0 △ 100
3. 宗会議員 100 0 △ 100

15　雑　　　　費 163,200 125,836 △ 37,364

1. 雑　 費 163,200 125,836 △ 37,364 町内会費　新聞購読料　置き薬　他
16　予　備　費 300,000 65,000 △ 235,000

1. 予 備 費 300,000 65,000 △ 235,000 婦人会役員遠忌集会参加費補助
歳　出　合　計 58,934,671 48,177,235 △10,757,436
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項　　　目 本年度予算額 本年度決算額 比　較　増　減
歳　出　合　計 58,934,671 48,177,235 △ 10,757,436

平成27年度　曹洞宗秋田県宗務所歳入歳出剰余金処分

平成28年度　曹洞宗秋田県宗務所補正予算

�歳　入　合　計　　60,250,495 円�
�歳　出　合　計　　48,177,235 円�
�差　引　残　高　　12,073,260 円�

上記剰余金を下記の通り処分する。
記

金　12,073,260 円を平成 28 年度会計に繰り入れる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

歳入の部
項　　　　　　目 当初予算額 補正予算額 現計予算額 説　　　　明

5　繰　　越　　金 9,158,040 2,915,220 12,073,260

1. 繰 越 金 9,158,040 2,915,220 12,073,260 前年度繰越金
歳　入　合　計 56,210,000 2,915,220 59,125,220

歳出の部
項　　　　　目 当初予算額 補正予算額 現計予算額 説　　　　明

13　財政調整費 6,379,000 2,915,220 9,294,220

3.財政調整金 2,179,000 2,915,220 5,094,220
歳　出　合　計 56,210,000 2,915,220 59,125,220
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平成27年度　東北管区事業報告

平成27年度  宗務所基本金積立会計報告
（将来の宗務所改築のための積立）

積　立　金　　　16,556,261円　次年度へ繰越

項　目 金　　　額 付　記
前年度繰越額 15,552,144
一般会計繰入金 1,000,000
雑　　　　収 4,117 預金利息
合　　　　計 16,556,261

27 年 事　　業　　名 開催担当 開催場所

４月 9日 第 142 回禅をきく会 教化センター 楽楽楽ホール
21 日 教化センター布教師協議会 宮城県 ニュー水戸屋

５月 21 日〜 22 日 管区宗務所連絡協議会 福島県 サンルートプラザ福島

６月 3日〜 4日 管区人権三者協議会 山形県 善寳寺
14 日 本庁主催禅をきく会 岩手県 正法寺

７月 7日〜８日 管区婦人会研修会 山形県 あつみ温泉
16 日 第 143 回禅をきく会 教化センター 楽楽楽ホール

８月 27 日 第 144 回禅をきく会 教化センター 楽楽楽ホール

９月 1日〜 2日 青少年教化指導者研修会 教化センター メルパルク仙台
14 日〜 15 日 教化活動企画委員会 教化センター ホテルモントレ仙台

10 月 1 日 第 145 回禅をきく会 教化センター 楽楽楽ホール
27 日〜 28 日 管区布教講習会（検定無し） 岩手県 ホテルシティプラザ北上

11 月 11 日 第 45 回教化フォーラム 教化センター メルパルク仙台
16 日〜 17 日 管区役職員人権研修会 山形県 善寳寺

12 月 3 日 第 146 回禅をきく会 教化センター 楽楽楽ホール
28 年

１月 28 日 人権主事協議会委員会 教化センター ホテルモントレ仙台

２月 3日 第 147 回禅をきく会 教化センター 楽楽楽ホール
9日 教化活動企画委員会 教化センター ホテルモントレ仙台

３月 3日 教化活動推進委員会 教化センター ホテルモントレ仙台
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「
正
力
松
太
郎

賞
」
と
聞
け
ば
、

プ
ロ
野
球
選
手

が
も
ら
う
賞
だ

と
誰
も
が
思
っ

て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
実
は
私
も
そ
う

で
し
た
。

　

日
に
ち
ま
で
は
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
昨
年
末
、宝
昌
寺
新
川
泰
道
師
か
ら「
全

国
青
少
年
教
化
協
議
会
主
幹
の
神
仁
師
か

ら
、
正
力
松
太
郎
賞
に
推
薦
し
て
く
れ
と

の
連
絡
が
あ
っ
た
が
、
如
何
し
ま
し
ょ

う
。」
と
の
電
話
を
い
た
だ
き
、
早
速
神

師
に
連
絡
し
詳
細
を
尋
ね
ま
し
た
。

　

神
師
は
か
ね
て
か
ら
秋
田
の
自
死
予
防

活
動
に
興
味
を
持
ち
、
私
ど
も
「
心
と

い
の
ち
を
考
え
る
会
」
の
行
っ
て
い
る

コ
ー
ヒ
ー
サ
ロ
ン
「
よ
っ
て
た
も
れ
」
に

も
、
わ
ざ
わ
ざ
東
京
か
ら
視
察
に
訪
れ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
僧
侶
が
自
死
問
題

に
か
か
わ
る
意
義
を
大
と
評
価
し
て
い
た

だ
き
、
ご
自
身
が
上
席
研
究
員
と
な
っ
て

い
る
「
臨
床
仏
教
研
究
所
」
の
講
座
に
も

度
々
お
招
き
い
た
だ
く
な
ど
、
幾
多
の
ご

縁
が
あ
り
、
こ
の
度
の
正
力
賞
の
推
薦
に

つ
い
て
も
師
の
強
い
推
挙
が
あ
っ
た
よ
う

で
す
。

　

心
を
動
か
さ
れ
た
の
は「
賞
金
が
出
る
」

と
の
一
言
で
し
た
。
自
殺
対
策
基
本
法
が

制
定
さ
れ
、
日
本
に
お
け
る
自
死
対
策
は

飛
躍
的
に
前
進
し
、
近
年
は
３
万
人
を
切

り
ま
し
た
。
一
方
で
こ
の
法
律
に
よ
っ

て
、
啓
発
活
動
は
費
用
対
効
果
の
面

か
ら
国
の
補
助
対
象
か
ら
外
さ
れ
ま

し
た
。
私
が
関
わ
っ
て
い
る
「
心
と

い
の
ち
を
考
え
る
会
」
も
「
ふ
き
の

と
う
県
民
運
動
」
も
啓
発
活
動
が
中

心
で
、県
の
補
助
金
が
頼
り
で
す
が
、

県
も
財
政
難
と
い
う
こ
と
で
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
い
た

だ
い
た
今
回
の
受
賞
の
お
話
は
、
ま

さ
に
干
天
に
慈
雨
。
お
金
に
目
が
く

ら
ん
で
書
類
選
考
に
応
募
し
た
次
第

で
す
。

　

運
よ
く
選
考
会
で
お
認
め
い
た
だ

き
受
賞
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、
５
月
31
日
に
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
授
賞
式
に
は
妻

も
同
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
日
頃
の

罪
滅
ぼ
し
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

副
賞
は
間
違
い
な
く
活
動
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
く
べ
く
、
二
つ
の
団
体
の
会
計
に

納
め
た
こ
と
を
ご
報
告
申
し
上
げ
、
さ
ら

に
は
管
内
寺
院
様
に
は
益
々
秋
田
の
自
死

予
防
に
対
し
御
高
配
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

正
力
松
太
郎
賞
受
賞
に
あ
た
っ
て

 

月
宗
寺
住
職
　
袴
田
俊
英
老
師

 平成 28 年度布教師検定会のお知らせ 
　　　　　　　　　１，期　　日　平成 29 年２月２日（木）正午から受付
　　　　　　　　　２，会　　場　曹洞宗宗務庁
　　　　　　　　　３，申請書類　布教師検定申請書（様式教化第 15 号）
　　　　　　　　　４，締 切 日　平成 29 年１月 10 日（火）
　　　　　　　　　　　（宗務所経由にて宗務庁必着）
　　　　　　　　　５，検定課目　布教実演・筆記試験・口頭試問
　　　　　　　　　６，その他詳細については、宗務所にお問い合わせください。
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本
年
度
、
秋
田
県
宗
務
所
管
内
を
特
派

布
教
巡
回
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
宗

務
所
役
職
員
の
皆
様
、
各
教
区
長
老
師
、

教
場
主
老
師
、
そ
し
て
準
備
の
為
に
ご
尽

力
下
さ
い
ま
し
た
皆
様
に
は
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

巡
回
中
は
、聴
衆
の
護
持
会
役
員
さ
ま
、

御
寺
族
の
皆
様
、
檀
信
徒
の
皆
様
が
本
当

に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
下
さ
っ
て
い
る
こ

と
に
深
く
感
銘
を
受
け
る
と
と
も
に
、
こ

の
方
達
の
た
め
に
も
、
私
自
身
の
更
な
る

精
進
の
大
切
さ
を
、
深
く
感
じ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
管
長
様
の
お
言
葉
に
は
、「
菩

提
薩
埵
四
摂
法
」
の
「
同
事
」
の
お
さ
と

し
に
学
び
、「
と
も
に
願
い　

と
も
に
寄

り
添
い　

と
も
に
歩
む
」〝
い
の
ち
〟
を

生
か
し
あ
う
社
会
に
し
ま
し
ょ
う
と
お
示

し
で
す
。

　
「
同
事
」
と
は
、
自
己
と
自
己
を
囲
む

す
べ
て
の
人
や
も
の
の
間
に
垣
根
を
作
ら

な
い
こ
と
で
す
。
相
手
の
立
場
に
な
っ
て

思
い
を
寄
せ
る
。
相
手
の
立
場
に
な
っ
て

考
え
る
こ
と
で
す
。

　

何
故
、
と
も
に
寄
り
添
い
、
と
も
に
歩

む
必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。そ
れ
は
、

地
球
上
で
人
間
ほ
ど
心
が
弱
い
生
き
物
は

い
な
い
か
ら
で
す
。
人
間
に
は
感
情
が
あ

る
か
ら
で
す
。
強
く
見
え
る
人
ほ
ど
窮
地

に
追
い
込
ま
れ
る
と
、
弱
く
、
脆
い
も
の

で
す
。

　
「
相
田
み
つ
を
」
さ
ん
の
詩
が
、
多
く

の
人
に
親
し
ま
れ
る
の
は
、
人
間
の
弱
さ

を
素
直
に
表
現
さ
れ
て
お
り
、
勇
気
を
も

ら
え
る
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

人
は
不
安
な
と
き
に
、
誰
か
が
側
で
寄

り
添
っ
て
く
れ
た
ら
、
心
強
く
、
勇
気
が

出
る
も
の
で
す
。
私
自
身
、
無
事
巡
回
布

教
で
き
ま
し
た
の
も
、
事
前
打
ち
合
わ
せ

等
で
、
教
区
長
老
師
、
教
場
主
老
師
は
じ

め
、
御
老
師
方
が
寄
り
添
っ
て
下
さ
っ
た

お
陰
だ
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

我
見
が
な
く
、
相
手
を
心
か
ら
思
う
と

き
、
相
手
と
の
垣
根
が
消
え
、
寄
り
添
う

こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

無
常
の
世
の
中
に
あ
っ
て
、
限
り
あ
る

命
で
す
。
一
人
一
人
が
ご
先
祖
さ
ま
か
ら

引
き
継
が
れ
た
尊
い
命
を
い
た
だ
い
て
、

今
を
生
き
て
い
る
の
だ
と
思
え
ば
、
全
て

が
愛
お
し
く
思
え
ま
す
。

　

そ
ん
な
尊
い
命
が
苦
し
ん
で
い
た
ら
、

少
し
で
も
輝
き
を
取
り
戻
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
よ
り
一
層
「
同
事
」
の
お
さ
と

し
に
学
び
、
笑
顔
の
溢
れ
る
世
の
中
に
な

る
こ
と
を
願
っ
て
、
精
進
し
て
行
く
所
存

で
す
。

　

最
後
に
、
改
め
て
皆
様
方
の
御
法
愛
に

深
謝
し
、
御
礼
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。�

合
掌

特
派
布
教
師
・
梅
花
特
派
師
範
か
ら
の
お
便
り

笑
顔
溢
れ
る
社
会
に

神
奈
川
県　

長
尾
寺
住
職　

遠
藤　

清
門

教
区

月　
　

日

教　

場

１
教
区

６
月
13
日
㈪

歓
喜
寺

４
教
区

６
月
14
日
㈫

龍
門
寺

３
教
区

６
月
15
日
㈬

慶
祥
寺

14
教
区

６
月
16
日
㈭

陽
山
寺

12
教
区

６
月
17
日
㈮

長
泉
寺

18
教
区

６
月
18
日
㈯

龍
泉
寺
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平
成
二
十
八
年
度
、
秋
田
県
宗
務
所
特

派
布
教
巡
回
の
ご
縁
を
頂
き
ま
し
た
。

　

皆
様
に
は
各
教
場
で
ご
高
配
を
賜
り
改

め
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

六
日
間
、
六
教
場
を
廻
ら
せ
て
頂
き
ま

し
た
が
、
東
京
に
は
近
年
ま
で
特
派
布
教

と
い
う
も
の
が
開
催
さ
れ
て
な
く
、
そ
ん

な
東
京
か
ら
参
り
ま
し
た
私
に
は
特
派
布

教
そ
の
も
の
が
手
探
り
の
状
態
で
し
た
。

　

何
も
か
も
全
て
解
ら
な
い
私
で
あ
り
ま

し
た
が
、
宗
務
所
々
長
老
師
始
め
職
員
の

皆
様
、
ま
た
会
場
寺
院
諸
老
師
、
教
区
長

老
師
、
護
持
会
役
員
の
皆
様
と
檀
信
徒
の

皆
様
、
今
回
の
特
派
巡
回
受
け
入
れ
に
関

わ
っ
た
沢
山
の
方
々
の
お
か
げ
で
何
と
か

六
日
間
を
お
勤
め
す
る
事
が
出
来
ま
し

た
。

　

振
り
返
れ
ば
学
び
と
感
動
の
連
続
で
し

た
。

　

ま
ご
つ
い
て
い
る
私
に
対
し
て
、「
特

派
さ
ん
。
解
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
何

で
も
言
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。」
と
気
さ
く

に
お
声
を
か
け
て
下
さ
る
諸
老
師
方
の
言

葉
に
は
大
変
救
わ
れ
ま
し
た
。「
宗
勇
さ

ん
」
と
声
を
か
け
て
下
さ
る
本
山
修
行
当

時
の
先
輩
や
後
輩
。
雨
に
濡
れ
な
が
ら
も

タ
ク
シ
ー
が
見
え
な
く
な
る
ま
で
手
を
振

り
続
け
て
下
さ
っ
た
檀
信
徒
の
皆
様
や
旅

館
の
皆
さ
ん
。
人
と
の
出
逢
い
と
心
の
触

れ
合
い
。
緑
濃
き
山
々
と
澄
み
き
っ
た
川

の
せ
せ
ら
ぎ
、
自
然
の
雄
大
さ
に
包
ま
れ

な
が
ら
沢
山
の
関
わ
り
を
学
ば
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
昔
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ジ
ャ
ン
グ

ル
と
言
わ
れ
た
東
京
で
五
十
年
生
き
て
き

た
私
に
と
っ
て
は
全
て
が
未
体
験
の
も
の

で
あ
り
、
全
て
の
事
に
感
動
せ
ず
に
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

管
長
様
の
お
言
葉
に
「
海
の
水
を
辞
せ

ざ
る
は
同
事
な
り
」
と
あ
り
ま
し
た
。
今

回
の
特
派
巡
回
に
関
わ
ら
れ
、
思
い
を
寄

せ
ら
れ
た
全
て
の
人
の
集
ま
り
が
海
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
一
所
懸
命
に
特
派
布
教

を
圓
成
さ
せ
よ
う
と
す
る
人
達
の
中
で
自

然
に
そ
れ
ぞ
れ
の
真
摯
な
る
思
い
が
私
自

身
を
含
め
て
引
き
出
さ
れ
た
と
思
い
ま

す
。他
の
真
摯
な
る
思
い
に
自
が
呼
応
し
、

ま
た
自
の
真
摯
な
る
思
い
に
他
が
呼
応
し

て
い
く
。
だ
か
ら
こ
そ「
同
事
と
い
ふ
は
、

自
に
も
不
違
な
り
、
他
に
も
不
違
な
り
」

自
他
一
如
、
み
ん
な
で
仏
様
の
教
え
と
一

つ
に
な
っ
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。
仏

教
は
生
き
方
で
あ
り
、
生
き
る
と
い
う

事
は
可
能
性
で
あ
る
と
改
め
て
秋
田
の

地
で
強
く
心
に
思
っ
た
次
第
で
す
。

　

秋
田
の
皆
様
の
海
に
混
ぜ
て
頂
き
、

そ
し
て
次
は
私
自
身
が
川
と
な
り
海
と

な
り
、
新
し
い
人
と
の
出
逢
い
を
求
め
て

仏
道
に
邁
進
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

秋
田
の
皆
様
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
般
あ
り
が
た
い
ご
縁
を
い
た
だ
き
、

御
県
北
部
を
中
心
に
六
教
場
に
お
伺
い
い

た
し
ま
し
た
。
そ
の
初
、
中
、
終
に
わ
た

り
ご
支
援
、
ご
協
力
賜
り
ま
し
た
御
寺
院

様
、
役
員
の
皆
様
に
こ
の
紙
面
を
借
り
て

深
甚
な
る
感
謝
の
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
ご
参
集
下
さ
い
ま
し
た
檀
信

徒
の
皆
様
お
一
人
お
ひ
と
り
に
、
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
私
の
宝
物
が
ま
た

ひ
と
つ
増
え
ま
し
た
。

　

毎
年
度
初
め
、
東
京
の
宗
務
庁
に
お
い

て
示
達
さ
れ
る
当
該
年
度
の
巡
回
地
発
表

の
時
間
は
、
特
派
布
教
の
任
を
い
た
だ
く

者
に
と
っ
て
、
楽
し
み
で
あ
り
同
時
に
襟

を
正
す
瞬
間
で
も
あ
り
ま
す
。

　

本
年
は
と
言
え
ば
、
巡
回
先
に
『
秋
田

県
宗
務
所
』
の
名
を
目
に
し
た
時
、
初
め

て
伺
う
秋
田
に
心
が
躍
っ
た
と
い
う
の
が

本
音
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

お
そ
ら
く
そ
れ
は
、
幼
い
頃
、
鳥
海
山

を
目
印
に
島
根
半
島
か
ら
北
前
船
を
操
舵

し
た
と
い
う
地
元
の
古
老
か
ら
い
ろ
い
ろ

な
物
語
を
聞
か
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。

　

そ
ん
な
身
勝
手
な
親
近
感
か
ら
か
、
最

初
の
巡
回
先
で
あ
る
北
秋
田
市
を
、
秋
田

出
会
い
に
感
謝

島
根
県
常
光
寺
住
職　

野
津　

雅
史

初
め
て
の
巡
回

東
京
都　

永
伝
寺
住
職　

川
上　

宗
勇

教
区

月　
　

日

教　

場

17
教
区

６
月
13
日
㈪

永
泉
寺

６
教
区

６
月
14
日
㈫

天
仙
寺

16
教
区

６
月
15
日
㈬

蔵
伝
寺

15
教
区

６
月
16
日
㈭

地
蔵
院

５
教
区

６
月
17
日
㈮

永
巌
寺

８
教
区

６
月
18
日
㈯

多
寶
院
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市
の
北
辺
と
思
い
込
み
、
随
分
遠
回
り
を

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
お

か
げ
で
駅
舎
や
車
中
で
た
く
さ
ん
の
方
と

ふ
れ
合
い
、「
あ
ん
べ
い
い
」
の
片
り
ん

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
収
穫
で
し

た
。（
ち
な
み
に
私
は
、「
あ
ん
べ
い
い
」

と
は
、
落
ち
着
く
べ
き
所
に
落
ち
着
く
こ

と
と
解
釈
し
ま
し
た
…
…
）

　

今
回
私
は
、『
命
は
で
あ
い
』
の
演
題

で
お
伺
い
し
ま
し
た
。
告
諭（
お
こ
と
ば
）

に
あ
る
、〝
い
の
ち
〟
を
生
か
し
あ
う
社

会
の
実
現
の
た
め
に
は
、
出
会
い
を
大
切

に
す
る
私
た
ち
の
日
常
生
活
が
欠
か
せ
な

い
か
ら
で
す
。

　

釈
尊
の
教
え
は
、
命
の
遣
い
方
の
教
え

で
す
。
そ
れ
は
、
こ
と
ば
の
遣
い
方
、
身

の
ふ
る
ま
い
方
、
こ
こ
ろ
の
在
り
方
を
調

え
る
こ
と
に
帰
着
し
ま
す
。
秋
田
流
に
言

え
ば
、
あ
ん
べ
い
い
生
き
方
で
す
。

　

今
、我
が
国
や
世
界
に
目
を
向
け
る
と
、

正
に
目
を
そ
む
け
た
く
な
る
悲
劇
が
続
い

て
お
り
ま
す
。命
を
大
切
に
す
る
た
め
に
、

一
人
ひ
と
り
が
あ
ん
べ
い
い
生
き
方
が
で

き
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

歴
史
と
文
化
と
、
人
情
味
あ
ふ
れ
る
秋

田
の
皆
様
は
、
梅
花
流
御
詠
歌
『
誓
願
御

和
讃
』
の
こ
と
ば
を
借
り
れ
ば
、
人
を
も

世
を
も
照
ら
す
光み

ひ
か
り明

で
あ
る
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。

　

出
会
い
は
無
限
。
し
か
し
、
す
べ
て
は

身
近
な
出
会
い
を
大
切
に
す
る
こ
と
か
ら

始
ま
り
ま
す
。

　

お
互
い
仏
教
徒
と
し
て
、
日
々
の
出
会

い
に
感
謝
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
出
雲

の
地
か
ら
応
援
し
て
お
り
ま
す
。

�

合
掌

教
区

月　
　

日

教　

場

10
教
区

６
月
13
日
㈪

耕
田
寺

11
教
区

６
月
14
日
㈫

大
徳
寺

18
教
区

６
月
15
日
㈬

龍
泉
寺

９
教
区

６
月
16
日
㈭

法
輪
寺

13
教
区

６
月
17
日
㈮

観
音
寺

２
教
区

６
月
18
日
㈯

待
月
院

巡
回
を
振
り
返
っ
て

静
岡
県　

永
住
寺
住
職　

大
竹　

広
真

　

こ
の
度
御
法
縁
を
賜
り
、
六
月
二
十
日

か
ら
二
十
五
日
迄
秋
田
県
宗
務
所
様
管
内

を
巡
回
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
秋
田
県
を

訪
れ
る
の
は
特
派
巡
回
は
も
ち
ろ
ん
、
個

人
的
に
も
初
め
て
で
す
。

　

到
着
の
日
に
は
師
範
会
の
先
生
方
に
温

か
く
迎
え
て
頂
き
、
管
内
の
梅
花
講
の
現

況
や
ご
自
身
の
梅
花
と
の
関
わ
り
な
ど
の

貴
重
な
お
話
や
、
励
ま
し
の
お
言
葉
を
頂

き
、
翌
日
か
ら
の
講
習
に
大
き
な
力
添
え

を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
禅
セ
ン
タ
ー
に
於
き
ま
し
て
師

範
詠
範
様
方
の
講
習
で
し
た
。
さ
す
が
年

間
を
通
じ
て
宗
務
所
養
成
所
で
学
び
研
鑚

さ
れ
て
い
る
方
々
で
、
作
法
・
所
作
・
詠

唱
と
基
本
が
し
っ
か
り
整
っ
て
お
り
、
指

導
に
当
た
ら
れ
て
い
る
先
生
方
の
御
指
導

の
賜
物
と
感
服
し
た
次
第
で
す
。
又
、
他

の
巡
回
で
も
師
範
詠
範
様
へ
講
習
さ
せ
て

頂
く
事
は
あ
り
ま
す
が
、
師
範
様
の
受
講

人
数
が
こ
れ
ほ
ど
多
い
の
は
初
め
て
で
し

た
。
今
後
の
更
な
る
御
研
鑚
御
活
躍
が
期

待
さ
れ
楽
し
み
で
あ
る
と
同
時
に
、
私
の

地
元
宗
務
所
養
成
所
と
比
較
す
る
と
羨
ま

し
い
限
り
で
あ
り
ま
し
た
。

　

二
日
目
か
ら
は
鹿
角
市
に
始
ま
り
県
の

北
部
を
巡
回
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
梅
雨

入
り
の
時
期
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
雨
も

少
な
く
暑
さ
も
そ
れ
ほ
ど
厳
し
く
な
く
て

快
適
な
環
境
の
も
と
、
ご
参
加
下
さ
っ
た

多
く
の
皆
様
方
と
楽
し
く
学
ば
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
教
場
主
様
は
じ
め
、
教
区
長

様
、
各
御
寺
院
様
方
に
は
受
講
者
一
同
が

講
習
に
集
中
で
き
る
よ
う
細
や
か
な
御
配

慮
を
頂
き
、
御
寺
族
様
に
は
お
心
こ
も
る

お
も
て
な
し
を
頂
戴
致
し
ま
し
て
全
て
に

於
い
て
梅
花
流
が
結
ぶ
尊
く
有
り
難
い
御

縁
で
あ
る
事
を
あ
ら
た
め
て
強
く
感
じ
ま

し
た
。

　

講
習
に
関
し
て
は
、
宗
務
所
の
奉
詠
大

会
を
控
え
て
登
壇
の
課
題
曲
を
中
心
に
進

め
ま
し
た
。
事
前
に
お
知
ら
せ
頂
い
た
課

題
曲
は
決
し
て
唱
え
易
い
と
は
言
え
な
い

曲
ば
か
り
で
し
た
が
、
日
頃
か
ら
先
生
方

の
御
指
導
の
下
、
基
本
を
反
復
し
か
な
り

唱
え
込
ん
で
お
ら
れ
る
様
で
、
お
一
人
お

一
人
の
梅
花
流
に
取
り
組
む
意
識
の
高
さ

と
真
剣
に
学
ぶ
お
姿
か
ら
発
せ
ら
れ
る
気

持
ち
の
こ
も
っ
た
お
唱
え
と
整
っ
た
作
法

所
作
に
一
心
和
ら
ぐ
心
地
良
さ
を
感
じ
な
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た
ち
の
幸
せ
と
は
、
自
分
と
そ
の
周
り
で

起
こ
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
る
こ

と
だ
と
。
ま
さ
に
皆
様
か
ら
の
お
唱
え
か

ら
は
、
幸
せ
の
力
「
正
念
」
が
響
い
て
い

た
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
日
常
の
生
活
で
、
過
去
の
習

慣
に
縛
ら
れ
、
ま
た
、
未
来
に
心
を
奪
わ

れ
、「
今
、こ
こ
」の
人
生
の
不
思
議
を
し
っ

か
り
と
見
つ
め
る
力
を
失
い
が
ち
で
す
。

し
か
し
、
生
活
で
触
れ
る
も
の
す
べ
て
に

気
づ
き
な
が
ら
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
た
ら

ど
う
で
し
ょ
う
。
一
瞬
一
瞬
が
喜
び
に
満

た
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

の
秘
訣
を
道
元
禅
師
様
は
様
々
な
場
面
で

の
作
法
を
仏
の
道
と
し
て
残
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。
そ
の
一
つ
に
食
事
作
法
が
あ
り

ま
す
。
道
元
禅
師
様
の
示
さ
れ
た
食
事
の

作
法
は
静
か
に
坐
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
静
寂
を
基
に
丁
寧
に
食
器
を
扱
い
、

偈
文
の
お
唱
え
と
と
も
に
食
事
が
目
の
前

に
至
る
経
緯
に
心
を
め
ぐ
ら
せ
ま
す
。
そ

し
て
、
食
べ
物
そ
の
も
の
に
も
感
謝
の
心

を
持
ち
ま
す
。
器
は
必
ず
両
手
で
持
ち
ま

す
。
器
を
丁
寧
に
両
手
で
扱
う
と
慈
悲
の

心
が
養
わ
れ
ま
す
。
作
法
が
心
を
運
ん
で

く
れ
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
い
つ
し
か
食

事
を
通
し
て
、
今
、
こ
こ
を
気
付
く
こ
と

を
身
に
つ
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
を
正
し
い

念
が
身
に
つ
く
と
も
言
い
ま
す
。
今
、
こ

こ
を
気
付
く
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
念
」
が

身
に
つ
け
ば
、
朝
目
覚
め
て
か
ら
、
夜
眠

り
に
着
く
ま
で
、
日
々
の
生
活
の
一
こ
ま

一
こ
ま
が
輝
き
に
満
た
さ
れ
る
の
で
す
。

　

こ
の
度
、
梅
花
流
詠
讃
歌
の
お
作
法
と

お
唱
え
は
、
こ
の
食
事
作
法
と
同
様
で
あ

る
と
気
付
き
ま
し
た
。
秋
田
県
の
皆
様
か

ら
伝
わ
っ
て
き
た
の
は
、
仏
法
を
別
物
に

す
る
こ
と
な
く
生
活
と
混
然
一
体
と
な
っ

て
い
た
「
正
念
の
響
き
」
だ
っ
た
の
で
す
。

　

喜
び
の
自
分
自
身
を
取
り
戻
す
「
作
法

の
形
」
で
満
た
さ
れ
て
い
た
梅
花
流
詠
讃

歌
、
こ
の
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
た
秋
田
県

宗
務
所
巡
回
講
習
で
あ
り
ま
し
た
。
総
て

に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。�

合
掌

巡
回
後
に
気
付
か
さ
れ
た
こ
と

新
潟
県　

西
明
寺
住
職　

佐
藤　

道
春

　

他
を
責
め
る
こ
と
の
な
い
静
か
さ
、
そ

ん
な
空
気
を
感
じ
た
三
方
を
山
に
囲
ま
れ

た
秋
田
県
。
風
土
と
歴
史
か
ら
か
、
そ
の

独
特
の
「
間
」
に
は
、
常
に
相
手
を
思
い

や
る
優
し
さ
（
智
慧
と
慈
悲
）
を
感
じ
ま

し
た
。
特
に
梅
花
流
詠
讃
歌
を
お
唱
え
さ

れ
た
と
き
に
は
、
智
慧
と
慈
悲
が
顕
れ
て

い
た
よ
う
に�

思
わ
れ
ま
し
た
。
皆
様
の

お
作
法
か
ら
は
静
か
さ
と
丁
寧
さ
が
深
く

伝
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。「
こ
れ
は
八

正
道
の
正
念
だ
！
」
そ
う
気
付
い
た
の
は

巡
回
が
終
わ
っ
て
か
ら
で
し
た
。

　

私
た
ち
に
は
、
幸
せ
を
育
む
力
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
力
は
誰
に
で
も
備
わ
っ
て
い

て
、
お
釈
迦
様
は
こ
れ
を
「
念
」
と
呼
ん

で
い
ま
し
た
。「
念
」
と
は
、
現
在
の
瞬

間
に
戻
り
、
今
こ
こ
で
起
こ
っ
て
い
る
こ

と
を
知
覚
す
る
能
力
で
す
。
文
字
で
は

「
今
、
心
」
と
い
う
字
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
お
釈
迦
様
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
私

教
区

月　
　

日

教　

場

師
範
詠
範
指

導
者
養
成
所

６
月
20
日
㈪

宗
務
所

９
教
区

６
月
21
日
㈫

宝
昌
寺

９
教
区

６
月
22
日
㈬

長
慶
寺

12
教
区

６
月
23
日
㈭

相
川
寺

13
教
区

６
月
24
日
㈮

萬
境
寺

７
・
８
・
17
教
区

６
月
25
日
㈯

福
城
寺

教
区

月　
　

日

教　

場

師
範
詠
範
指

導
者
養
成
所

６
月
20
日
㈪

宗
務
所

11
教
区

６
月
21
日
㈫

圓
福
寺

10
教
区

６
月
22
日
㈬

常
光
寺

18
教
区

６
月
23
日
㈭

玉
林
寺

18
教
区

６
月
24
日
㈮

長
興
寺

２
教
区

６
月
25
日
㈯

天
昌
寺

が
ら
あ
り
が
た
く
拝
聴
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

　

今
般
の
巡
回
で
は
奉
詠
大
会
の
練
習
だ

け
で
な
く
今
後
の
研
鑚
の
一
助
に
な
れ
ば

と
歌
詞
の
理
解
や
曲
に
対
す
る
自
身
の
思

い
な
ど
も
含
め
指
導
さ
せ
て
頂
い
た
つ
も

り
で
す
が
、
皆
様
の
溢
れ
る
熱
意
に
対
し

存
分
に
お
応
え
で
き
ず
今
な
お
猛
省
し
て

お
り
ま
す
。
巡
回
を
通
し
皆
様
の
姿
勢
か

ら
学
ん
だ
〝
基
本
を
反
復
す
る
事
〟
の
大

切
さ
を
自
ら
の
課
題
の
一
つ
と
し
て
更
に

精
進
し
て
参
り
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
す

が
、
巡
回
に
際
し
ま
し
て
宗
務
所
長
老
師

を
は
じ
め
梅
花
主
事
老
師
、
各
位
皆
々
様

に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
こ
と
、

衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
、
秋
田
県
宗
務

所
梅
花
講
の
益
々
の
御
発
展
を
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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師
、
梅
花
主
事
老
師
、
宗
務
所
各
役
職
員

老
師
、教
区
長
老
師
並
び
に
会
場
主
老
師
、

管
内
師
範
詠
範
の
皆
様
、
そ
し
て
参
加
頂

き
ま
し
た
梅
花
講
員
の
皆
様
に
は
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
こ
と
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

秋
田
県
宗
務
所
管
内
梅
花
流
の
益
々
の

ご
発
展
と
管
内
皆
様
の
愈
々
の
ご
健
勝
ご

活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
巡
回
の
御
礼

に
か
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
有
り
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
尊
い
ご
縁
を
頂
き
ま
し
て
、

六
月
二
十
～
二
十
五
日
ま
で
秋
田
県
宗
務

所
管
内
梅
花
流
特
派
講
習
巡
回
の
任
を
務

め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

特
派
師
範
と
し
て
ま
だ
日
が
浅
い
私
に

は
、
今
ま
で
二
、三
度
訪
れ
て
い
た
馴
染

み
あ
る
秋
田
の
地
で
も
、
と
て
も
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
臨
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

到
着
初
日
に
宗
務
所
・
師
範
会
の
先
生

方
に
温
か
く
迎
え
て
頂
き
、
ま
た
有
り
難

い
お
言
葉
を
頂
戴
し
ま
し
て
、
翌
日
か
ら

始
ま
る
巡
回
の
大
き
な
心
の
支
え
に
な
り

ま
し
た
。

　

二
十
日
は
宗
務
所
禅
セ
ン
タ
ー
に
て
師

範
・
詠
範
の
方
へ
の
講
習
で
し
た
。
特
に

初
心
者
師
範
が
多
か
っ
た
の
に
驚
か
さ
れ

ま
し
た
。
お
聞
き
し
ま
し
た
ら
宗
務
所
に

師
範
養
成
所
を
設
置
し
、
梅
花
流
修
得
の

場
を
設
け
て
い
る
と
の
事
で
し
た
。
次
世

代
を
担
う
師
範
を
育
て
て
い
る
と
い
う
の

は
羨
ま
し
い
限
り
で
す
し
、
と
て
も
参
考

に
な
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

　

巡
回
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
中
で
感
じ
ま

し
た
こ
と
は
、
皆
さ
ま
が
と
て
も
熱
心
に

講
習
を
受
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
こ
と
は
全

て
の
教
場
が
そ
う
で
あ
り
ま
し
た
が
、
梅

花
講
を
設
置
し
て
い
な
い
御
寺
院
様
が
会

場
に
な
っ
て
い
ま
し
て
も
、
山
内
の
方
々

が
一
生
懸
命
に
準
備
を
さ
れ
参
加
講
員
さ

ん
を
快
く
迎
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
日
頃

か
ら
梅
花
流
に
対
し
て
特
段
の
ご
理
解
を

頂
い
て
い
る
も
の
と
有
り
難
く
思
っ
た
次

第
で
あ
り
ま
す
。

　

あ
る
教
場
で
は
、
ま
だ
法
具
を
持
っ
て

い
な
い
方
が
熱
心
に
講
習
を
聞
い
て
く
れ

て
い
ま
し
た
り
、
あ
る
教
場
で
は
、「
私

た
ち
は
と
に
か
く
楽
し
く
お
稽
古
す
る
こ

と
を
一
番
に
し
て
い
ま
す
」
と
明
る
く
話

し
か
け
て
く
れ
る
方
が
い
ま
し
た
り
、
あ

る
教
場
で
は
、「
報
謝
」
の
お
唱
え
を
す

る
の
に
残
り
時
間
が
無
か
っ
た
の
で
、
一

番
だ
け
唱
え
ま
し
ょ
う
と
言
い
ま
し
た
ら

「
先
生
、
私
三
番
の
歌
詞
が
大
好
き
で
す

の
で
三
番
も
お
願
い
し
ま
す
」
と
笑
顔
で

お
願
い
さ
れ
た
り
も
し
ま
し
た
。
毎
回
が

私
に
と
っ
て
も
貴
重
な
時
間
で
あ
り
勉
強

で
あ
り
楽
し
く
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
宗
務
所
長
老

尊
い
ご
縁
を
頂
い
て

北
海
道　

祥
巌
寺　

中
村　

祥
嗣

教
区

月　
　

日

教　

場

師
範
詠
範
指

導
者
養
成
所

６
月
20
日
㈪

宗
務
所

１
教
区

６
月
21
日
㈫

玄
心
寺

４
教
区

６
月
22
日
㈬

長
善
寺

３
教
区

６
月
23
日
㈭

蔵
堅
寺

14
教
区

６
月
24
日
㈮

龍
雲
寺

５
・
６
・
15
・
16
教
区

６
月
25
日
㈯

東
山
寺

表紙の言葉

題名　「爽秋」

� 撮影日　平成27年９月 14日

日中の日差しはまだきつくとも、朝晩は冷ややかさを感じる。

実りの季節を迎え、爽やかな日和に、なんと言っても天候の

順調そして農産満足を願う。
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今
年
度
の
布
教
委
員
会
・
布
教
協
議
会

は
、
五
月
十
一
日
（
水
）
午
前
十
時
半
よ

り
宗
務
所
・
禅
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

先
ず
、
布
教
委
員
会
は
、
宗
務
所
参
与
、

教
区
長
、
教
誨
師
、
特
派
布
教
師
、
東
北

教
化
セ
ン
タ
ー
布
教
師
、宗
務
所
布
教
師
、

梅
花
特
派
師
範
、
宗
務
所
梅
花
講
師
、
青

少
年
教
化
員
を
対
象
と
し
て
、
開
催
さ
れ

ま
す
。
毎
年
四
月
一
日
に
、
今
年
度
の
管

長
告
諭
・
布
教
教
化
方
針
が
発
表
さ
れ
ま

す
。
そ
れ
を
受
け
て
、
今
年
当
県
を
巡
回

さ
れ
る
特
派
布
教
師
老
師
に
、
そ
の
説
明

と
解
説
を
お
願
い
し
、
今
年
度
の
宗
門
の

特
に
普
遍
す
べ
き
指
針
を
学
び
、
基
本
的

共
通
の
理
解
を
得
る
為
に
開
催
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
我
県
で
は
布
教
協
議
会
も
併
催

で
効
率
化
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
今
年
度
は
、
遠
藤
清
門
・
川
上
宗

勇
特
派
布
教
師
様
お
二
人
を
お
迎
え
し
、

遠
藤
老
師
に
は
管
長
告
諭
を
、
川
上
老
師

に
は
布
教
教
化
方
針
を
丁
寧
に
解
説
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
他
特
派
巡
回
、

特
派
梅
花
巡
回
に
関
す
る
留
意
点
等
を
確

認
し
、午
前
の
委
員
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

昼
食
を
は
さ
ん
で
、
午
後
か
ら
引
き
続

き
布
教
協
議
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
テ
ー

マ
は
「
最
近
の
葬
祭
等
に
つ
い
て
の
問
題

点
」
に
つ
い
て
の
討
論
会
を
し
ま
し
た
。

始
め
に
お
二
人
の
特
派
布
教
師
様
に
も
ご

参
加
頂
き
、
特
に
ご
出
身
が
神
奈
川
、
東

京
と
言
う
こ
と
で
、
最
近
の
都
会
で
の
葬

祭
事
情
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
に

触
れ
な
が
ら
統
計
や
傾
向
に
つ
い
て
貴
重

な
お
話
を
頂
き
、
そ
れ
を
基
に
参
加
者
同

士
で
熱
い
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

�

（
教
化
主
事
）

教
化
コ
ー
ナ
ー

布
教
委
員
会
・
布
教
協
議
会
報
告
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平
成
28
年
５
月
18
日
か
ら
19
日
の
２
日

間
の
日
程
で
平
成
28
年
度
梅
花
流
全
国
奉

詠
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
会

場
は
北
陸
新
幹
線
開
通
に
伴
っ
て
賑
わ
っ

て
い
る
富
山
市
の
総
合
体
育
館
に
て
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　

会
場
に
向
か
う
道
の
途
中
に
は
昔
懐
か

し
い
ち
ん
ど
ん
屋
が
出
迎
え
て
お
り
ま
し

た
。
富
山
で
は
毎
年
４
月
に
全
国
の
チ
ン

ド
ン
マ
ン
が
集
ま
る
「
全
日
本
チ
ン
ド
ン

コ
ン
ク
ー
ル
」
と
い
う
大
会
が
開
催
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
、
日
頃
か
ら
接
す
る
機
会

が
ま
だ
ま
だ
あ
る
と
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま

し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
剛
琳
寺
学

園
・
め
ぐ
み
幼
稚
園
の
園
児
達
に
よ
る
献

灯
・
献
花
が
行
わ
れ
、
い
よ
い
よ
開
会
と

な
り
「
三
宝
御
和
讃
」
奉
詠
中
、
曹
洞
宗

管
長
・
福
山
諦
法
禅
師
様
が
入
堂
さ
れ
式

典
・
法
要
が
営
ま
れ
ま
し
た
。
猊
下
の
御

垂
示
を
い
た
だ
き
、
猊
下
退
堂
後
大
会
会

長
宗
務
総
長
・
釜
田
隆
文
老
師
よ
り
式
辞
。

富
山
県
宗
務
所
長
・
伍
香
修
道
老
師
よ
り

歓
迎
の
言
葉
が
あ
り
式
典
終
了
と
な
り
ま

し
た
。

　

第
３
部
は
例
年
通
り
登
壇
奉
詠
と
い
う

こ
と
で
、
秋
田
県
か
ら
は
92
名
の
申
込
が

あ
り
、
ほ
ぼ
講
員
全
員
が
登
壇
奉
詠
い
た

し
ま
し
た
。
登
壇
奉
詠
は
秋
田
県
の
他
に

長
野
県
第
１
宗
務
所
、
山
形
県
第
１
宗
務

所
、
山
形
県
第
２
宗
務
所
、
各
宗
務
所
と

の
合
同
の
登
壇
奉
詠
と
な
り
ま
し
た
。
奉

詠
曲
は
「
慶
祝
御
和
讃
」
で
、
登
壇
さ
れ

た
皆
さ
ん
は
非
常
に
上
手
に
お
唱
え
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

第
４
部
の
「
越
中
八
尾
お
わ
ら
節
」
を

披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
お
わ
ら
」

が
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
か
定
か
で
は
な
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
あ
る
時
町
を
上
げ

て
お
祝
い
と
し
て
三
日
三
晩
、
歌
舞
音
曲

無
礼
講
で
町
中
を
練
り
歩
い
た
事
が
始
ま

り
と
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

第
５
部
の
閉
会
式
へ
と
移
り
、静
座「
坐

禅
御
詠
歌
（
浄
心
）」、
副
大
会
長
伝
道
部

長
・
横
井
真
之
老
師
の
閉
会
の
言
葉
に
て

大
会
を
終
了
し
、「
ま
ご
こ
ろ
に
生
き
る
」

の
大
合
唱
に
て
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
ま
し

た
。

　

今
回
の
全
国
大
会
中
特
に
大
き
な
事
故

も
な
く
無
事
に
秋
田
に
帰
っ
て
こ
ら
れ
ま

し
て
安
心
し
て
お
り
ま
す
。

　

来
年
は
永
平
寺
法
堂
に
お
い
て
、
献
詠

と
い
う
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
詳
細
に

つ
い
て
は
未
定
の
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す

が
、
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　

全
県
奉
詠
大
会

　

去
る
７
月
12
日
（
火
）
秋
田
県
民
会
館

に
於
い
て
、
梅
花
流
秋
田
県
奉
詠
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
各
地
よ
り
78
ヶ

寺
、
一
般
・
講
員
７
０
６
名
、
宗
侶
寺
族

１
１
７
名
、計
８
２
３
名
の
参
加
で
し
た
。

　

前
日
に
準
備
が
出
来
な
い
事
情
に
よ

り
、
当
日
朝
か
ら
準
備
を
始
め
て
な
ん
と

か
体
裁
を
整
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
「
と
も
に
願
い　

と
も
に
寄

り
添
い　

と
も
に
歩
み　

と
も
に
唄
う　

～
今
ま
た
新
し
い
一
歩
～
」
と
い
う
テ
ー

マ
の
元
に
各
登
壇
講
員
様
練
習
の
成
果
を

披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
会
の
総
合
司
会
は
第
２
教
区
東
泉
寺

副
住
職
・
柴
田
和
明
師
範
、
第
９
教
区
玉

鳳
院
副
住
職
・
柳
川
一
童
師
範
、
第
４
教

区
長
谷
寺
住
職
・
浅
田
高
明
師
範
に
努
め

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
三
宝
御
和
讃
」

奉
詠
後
、
導
師
宗
務
所
長
が
上
殿
し
予
定

通
り
開
会
式
を
執
り
行
い
、
追
悼
献
詠
の

「
妙
鐘
」
を
お
唱
え
し
、
最
後
に
宗
務
所

長
よ
り
来
場
さ
れ
た
方
へ
の
御
礼
と
激
励

の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
開
会
式
を
終
了
し

ま
し
た
。

　

第
２
部
は
登
壇
奉
詠
、
全
部
で
11
登
壇

で
し
た
が
、
今
年
は
午
前
か
ら
開
会
で
し

た
の
で
午
前
と
午
後
に
分
け
て
奉
詠
す
る

日
程
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、

和
讃
と
御
詠
歌
と
２
曲
を
お
唱
え
す
る
と

い
う
こ
と
で
、
各
登
壇
講
と
も
か
な
り
練

習
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

昼
食
を
間
に
挟
ん
で
午
後
の
部
の
最
初

に
師
範
・
詠
範
に
よ
る
「
同
行
御
和
讃
」

「
同
行
御
詠
歌
（
道
交
）」
の
登
壇
奉
詠
を

行
い
ま
し
た
。
講
員
の
皆
様
も
空
腹
も
満

た
さ
れ
た
後
で
さ
ら
に
師
範
・
詠
範
の
す

ば
ら
し
い
お
唱
え
を
身
体
い
っ
ぱ
い
に
満

た
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
午
後
の
登
壇
奉

詠
の
最
後
は
去
年
と
同
様
に
、
宗
務
所
梅

花
流
師
範
養
成
所
所
員
に
よ
る
奉
詠
で
締

め
く
く
り
す
べ
て
の
奉
詠
が
滞
り
な
く
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

第
３
部
は
、三
絃
小
田
島
流
の
家
元「
小

田
島
徳
旺
」
氏
と
、
新
進
気
鋭
売
り
出
し

中
の
「
小
田
島
旺
心
」
氏
に
よ
る
津
軽
三

味
線
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
個

人
的
な
感
想
を
述
べ
ま
す
と
、
目
の
前
で

三
味
線
を
聞
く
の
は
初
め
て
で
ご
ざ
い
ま

し
て
、
三
味
線
が
こ
ん
な
に
も
面
白
く
聞

き
や
す
く
て
ワ
ク
ワ
ク
す
る
も
の
だ
と
は

思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
講
員
さ
ん
達
の
表

情
も
皆
さ
ん
に
こ
や
か
に
目
を
キ
ラ
キ
ラ

し
な
が
ら
清
興
に
の
め
り
込
ん
で
お
り
ま

し
た
。
是
非
各
お
寺
や
地
域
の
法
要
な
ど

梅
花
コ
ー
ナ
ー

　

全
国
奉
詠
大
会
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で
も
招
待
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
皆
さ
ん
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

話
は
逸
れ
ま
し
た
が
、
清
興
も
盛
り
上

が
り
の
う
ち
に
終
り
あ
っ
と
い
う
間
に
閉

会
式
の
時
間
が
ま
い
り
ま
し
た
。
閉
会
式

が
始
ま
り
す
ぐ
静
座
。
会
場
が
静
ま
り
の

中
に
師
範
・
詠
範
の
会
会
長
・
本
間
雅
憲

師
範
に
よ
る
「
浄
心
」
の
独
詠
。
秋
田
県

梅
花
講
の
歌
を
奉
詠
し
、
そ
の
後
サ
プ
ラ

イ
ズ
で
当
日
登
壇
奉
詠
し
て
い
た
だ
い
た

講
員
さ
ん
の
中
で
90
歳
以
上
の
講
員
さ
ん

に
感
謝
状
を
お
渡
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
一
層
の
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

　

今
大
会
の
締
め
く
く
り
と
し
て
齋
籐
昭

道
副
所
長
よ
り
皆
様
へ
感
謝
の
気
持
ち
を

申
し
上
げ
大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
ま
し
て

は
、
師
範
・
詠
範
の
会
会
長
・
本
間
雅
憲

師
範
老
師
、
柴
田
弘
一
師
範
老
師
を
始
め

大
会
実
行
委
員
会
の
諸
老
師
の
皆
様
、
新

田
寺
様
、
大
会
役
員
諸
老
師
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
大
会
運
営
に
ご
助
言
ご
協
力
賜

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
前
日
か

ら
大
会
終
了
ま
で
準
備
・
裏
方
等
で
各
宗

侶
様
に
は
大
変
後
難
儀
お
か
け
し
ま
し

た
。
無
事
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
て
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
、
皆
様
の
さ
ら
な
る
ご

活
躍
を
御
祈
念
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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第
一
教
区
で
募
集
し
た
「
四
国
八
十
八

霊
場
め
ぐ
り
」
に
縁
あ
っ
て
参
加
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
平
成
26

年
の
八
十
八
霊
場
開
創
千
二
百
年
の
記
念

の
年
を
第
一
回
と
し
て
三
年
間
で
八
十
八

箇
所
を
参
拝
し
、
結
願
後
、
本
山
で
あ
る

高
野
山
に
参
詣
す
る
と
い
う
も
の
で
し

た
。

　
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
第
一
番
札
所
霊
山

寺
で
お
遍
路
の
服
装
を
整
え
、
参
拝
時
の

注
意
点
八
項
目
位
の
説
明
を
受
け
、
最
初

の
参
拝
を
終
え
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
出
発
し

た
。
昔
の
遍
路
で
は
道
程
の
厳
し
さ
か
ら

途
中
で
行
き
倒
れ
て
し
ま
う
人
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
つ
命
尽
き
て
も

構
わ
な
い
と
い
う
覚
悟
を
表
す
姿
と
し

て
、
死
者
を
意
味
す
る
白
装
束
が
基
本
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
す
る

と
バ
ス
で
の
参
拝
は
誠
に
有
り
難
い
も
の

で
し
た
。

　
第
一
回
目
の
26
年
は
千
二
百
年
の
た
め

参
拝
者
が
多
く
、
読
経
前
の
準
備
の
灯
明

立
て
、
線
香
立
て
、
納
経
箱
、
納
札
箱
前

は
混
雑
の
極
み
で
し
た
。

　
読
経
は
般
若
心
経
を
本
堂
と
大
師
堂
前

で
各
一
回
な
の
で
す
が
、
そ
れ
も
各
参
拝

団
が
２
列
縦
隊
で
な
い
と
収
容
し
き
れ
な

い
状
態
で
し
た
。
二
回
目
、
三
回
目
は
、

参
拝
者
も
減
り
、
ゆ
っ
く
り
と
心
を
込
め

て
読
経
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
ど
の
寺
院
も
本
堂
、
大
師
堂
は
も
と
よ

り
境
内
の
伽
藍
は
素
晴
ら
し
い
物
で
し

た
。
参
拝
す
る
と
こ
ろ
か
ら
見
え
た
多
宝

塔
、
五
重
塔
は
十
ヶ
所
で
し
た
。
聖
武
天

皇
の
勅
願
を
受
け
、行
基
菩
薩
が
29
ヶ
寺
、

弘
法
大
師
が
41
ヶ
寺
を
開
基
し
た
の
で
す

か
ら
伽
藍
建
設
は
思
い
の
ま
ま
で
あ
っ
た

事
で
し
ょ
う
。
し
か
し
天
正
10
年
長
曾
我

部
の
争
乱
に
よ
り
消
失
し
た
寺
院
は
22
ケ

寺
で
す
が
見
事
に
復
興
し
て
、
今
日
あ
る

の
は
信
仰
心
を
表
す
二
千
万
、一
千
万
円

寄
付
の
多
さ
に
は
、
た
だ
た
だ
驚
く
ば
か

り
で
す
。
私
は　
「
す
べ
り
症
」
で
腰
の

骨
三
個
を
金
属
板
で
固
定
し
て
い
る
の

で
、
普
段
は
五
百
米
位
し
か
歩
か
れ
な
い

の
で
す
が
、
同
行
二
人
で
は
な
く
、
団
体

皆
様
二
人
の
お
陰
と
金
剛
杖
の
か
わ
り
の

ス
テ
ッ
キ
で
石
段
を
上
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
仏
様
の
不
思
議
な
力
な
の
か
も
知

　
春
ご
ろ
に
妻
と
一
緒
に
レ
ス
ト
ラ
ン
に

行
き
ま
し
た
。
流
行
の
パ
ン
ケ
ー
キ
を
注

文
し
た
の
で
す
が
、
二
十
分
く
ら
い
待
っ

て
く
だ
さ
い
と
い
う
の
で
妻
と
話
を
し
て

い
ま
し
た
。
二
つ
ほ
ど
離
れ
た
テ
ー
ブ
ル

に
若
い
カ
ッ
プ
ル
が
座
っ
て
、
こ
ち
ら
も

パ
ン
ケ
ー
キ
を
頼
ん
で
い
ま
し
た
が
、
二

人
は
そ
れ
が
運
ば
れ
て
く
る
ま
で
ず
っ
と

ス
マ
ホ
に
夢
中
で
、
そ
れ
こ
そ
ひ
と
言
も

発
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
う
い
え
ば
、
葬
儀
が
終
わ
っ
た
会
食

の
場
で
ス
マ
ホ
に
か
か
り
っ
き
り
の
人
を

見
か
け
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら

は
最
後
ま
で
お
隣
さ
ん
と
の
会
話
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
ど
ち
ら
も
私
に
は
理
解

し
難
い
出
来
事
で
し
た
。
常
に
傍
ら
に
あ

る
か
ら
け
じ
め
が
な
く
な
る
の
か
な
、
そ

う
い
う
思
い
で
す
。

　
見
方
が
偏
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
対
戦
ゲ
ー
ム
か
も
し
れ
な

い
し
、
と
て
も
重
要
な
仕
事
を
抱
え
て
い

た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
た
だ
私
に
は
、
い
ま
一
緒
の
時
間
を
過

ご
し
て
い
る
人
と
の
関
係
は
ど
う
で
も
い

れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
思
う
の
は
妄
語

で
し
ょ
う
か
。

い
の
か
な
あ
、
と
思
え
て
し
ま
う
の
で
す

が
。

　
高
神
覚
昇
師
の
般
若
心
経
講
義
の
中
に

は
「
も
ち
つ
、
も
た
れ
つ
、
互
い
に
よ
ら

に
ゃ
、人
と
い
う
字
は
立
ち
は
せ
ぬ
」「
特

に
人
間
は
ど
こ
ま
で
も
、
も
ち
つ
も
た
れ

つ
、
生
か
し
生
か
さ
れ
つ
つ
あ
る
べ
き
で

す
。
し
か
も
そ
れ
が
と
り
も
直
さ
ず
因
縁

の
関
係
で
す
。
相
対
依
存
の
関
係
で
す
」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

ス
マ
ホ
に
夢
中
に
な
っ
て
、
互
い
に

よ
っ
て
し
か
も
生
か
し
生
か
さ
れ
つ
つ
と

い
う
機
会
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
こ
と
。

　

私
が
目
に
し
た
の
は
一
時
の
こ
と
で

す
。
で
も
、
テ
レ
ビ
で
ス
マ
ホ
に
没
頭
し

て
い
る
無
言
の
大
集
団
を
見
せ
ら
れ
る

と
、
い
っ
た
い
何
処
に
行
こ
う
と
し
て
い

る
の
、
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
便
利
な

ス
マ
ホ
を
嫌
っ
て
は
い
ま
せ
ん
よ
。
た

だ
、
喜
怒
哀
楽
の
豊
か
な
感
情
は
、
会
話

す
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
と
思
っ
て
い
る

私
に
は
、
人
と
道
具
の
立
場
が
逆
転
し
て

い
る
よ
う
に
思
え
る
こ
と
し
ょ
っ
ち
ゅ
う

で
す
。

─
五
教
区
の
皆
さ
ま
の
声
─

香
川
寺
　
千
葉
　
剛
道

ス
マ
ホ
と
い
う
も
の

少
林
寺
　
小
林
　
宏
隆
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以
前
独
り
暮
ら
し
の
方
が
亡
く
な
ら
れ

た
葬
儀
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
か

ら
、
独
り
暮
ら
し
の
方
は
、
老
い
と
死
後

の
事
を
考
え
た
時
、
不
安
と
心
配
事
を
抱

え
な
が
ら
生
活
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
、
日
常
生
活
で
、
老
い
る
以
前

は
、
身
体
を
自
由
に
動
か
す
事
が
で
き
る

が
、
高
齢
に
な
る
と
身
体
が
衰
え
自
由
に

動
け
な
く
な
り
、
独
り
で
動
く
の
は
難
し

く
な
り
ま
す
。

　
年
齢
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
老
い
て

い
き
、
老
い
る
と
身
体
の
様
々
な
機
能
低

下
を
伴
う
為
、臓
器
や
器
官
の
機
能
減
退
、

適
応
力
と
記
憶
力
の
低
下
な
ど
に
よ
り
、

そ
れ
ま
で
動
け
て
で
き
て
い
た
事
が
で
き

な
く
な
り
、
少
し
ず
つ
で
き
な
い
事
が
増

え
、
容
易
で
な
く
、
独
り
暮
ら
し
は
困
難

と
な
り
、
老
い
に
よ
る
生
活
苦
に
な
る
の

で
は
と
思
い
ま
す
。

　
独
り
暮
ら
し
で
も
、
手
を
貸
し
て
く
れ

る
近
親
者
が
居
て
、
手
助
け
を
し
て
く
れ

た
り
、
介
護
施
設
で
介
護
を
し
て
も
ら
え

る
の
は
良
い
方
だ
と
思
い
ま
す
が
、
人
付

き
合
い
の
無
い
方
は
、
誰
と
も
接
す
る
事

が
無
く
、
誰
に
も
手
を
貸
し
て
も
ら
え
な

い
生
活
な
の
で
、
苦
難
で
あ
り
孤
立
状
態

に
な
り
ま
す
。

　
独
り
暮
ら
し
の
人
の
死
は
、
孤
独
死
と

孤
立
死
が
あ
る
と
い
わ
れ
、
ど
ち
ら
も
独

り
で
死
を
迎
え
る
事
の
よ
う
で
す
が
、
意

味
に
は
違
い
が
あ
り
、
死
後
す
ぐ
に
発
見

さ
れ
、
近
親
者
に
葬
儀
を
執
り
行
っ
て
も

ら
え
る
死
は
、
孤
独
死
と
い
わ
れ
、
誰
に

も
気
づ
か
れ
ず
死
後
何
日
も
経
過
し
て
発

見
さ
れ
た
死
は
、
孤
立
死
と
い
わ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。
こ
の
孤
立
死
の
遺
体
は
、

腐
敗
が
進
み
死
臭
も
強
く
な
り
、
湯
灌
も

し
て
も
ら
え
な
い
ま
ま
納
棺
と
な
り
、
火

葬
前
に
は
一
度
も
棺
の
蓋
を
開
け
て
も
ら

え
な
い
か
も
し
れ
な
い
で
す
。
ま
た
、
悲

惨
な
の
は
、
近
親
者
で
さ
え
葬
儀
に
参
列

し
て
も
ら
え
な
い
恐
れ
も
あ
る
か
も
し
れ

な
い
で
す
。
こ
の
よ
う
な
事
態
は
、
独
り

暮
ら
し
の
老
人
だ
け
で
な
く
、
若
い
世
代

の
独
り
暮
ら
し
で
も
お
こ
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
事
態
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、
孤
立
死
を
防
ぐ
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
法
が
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
当
然
死
後
は
、
早
期
発
見
が

良
い
が
、
誰
に
発
見
し
て
も
ら
う
の
か
？

　
死
亡
診
断
、
死
亡
届
、
火
葬
許
可
、
葬

儀
社
の
手
配
と
葬
儀
を
執
り
行
う
の
は
、

誰
が
行
っ
て
く
れ
る
の
か
？　
喪
主
は
誰

が
務
め
て
く
れ
る
の
か
？　
諸
々
の
費
用

の
支
払
い
、
保
険
、
年
金
、
通
帳
な
ど
の

手
続
き
、
遺
品
と
遺
産
の
処
理
な
ど
の
面

倒
な
事
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
？　
誰

が
し
て
く
れ
る
の
か
？　
一
軒
家
に
居
住

し
て
た
場
合
は
、
空
家
に
な
る
恐
れ
が
あ

り
、
取
り
壊
す
と
し
た
ら
誰
が
し
て
く
れ

る
の
か
？　
納
骨
に
し
て
も
誰
に
し
て
も

ら
え
る
の
か
？　
墓
地
管
理
費
用
の
支
払

い
は
、
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
？　
支
払

　
常
在
寺
の
お
檀
家
さ
ん
の
多
く
は
横
手

市
増
田
町
の
狙
半
内
地
域
に
居
住
し
て
い

る
。
狙
半
内
地
域
に
は
さ
わ
ら
び
温
泉
が

あ
り
、
漫
画
家
の
矢
口
高
雄
氏
の
故
郷
で

あ
り
、
氏
の
描
く
釣
り
キ
チ
三
平
の
作
中

に
あ
る
様
な
の
ど
か
な
山
村
風
景
が
広

が
っ
て
い
る
所
で
あ
る
。

　

お
盆
経
で
訪
れ
る
と
帰
省
さ
れ
た
方

（
特
に
昭
和
の
時
代
に
都
会
に
住
居
を
構

え
た
方
）
ま
た
そ
の
家
で
生
活
さ
れ
て
い

る
方
両
方
と
会
話
す
る
こ
と
に
な
る
。
帰

省
さ
れ
た
方
は
田
舎
は
田
舎
た
る
所
が
存

在
意
義
で
あ
り
不
便
で
は
あ
っ
て
も
昔
と

変
わ
ら
な
い
故
郷
を
求
め
て
い
る
。
一
方

生
活
さ
れ
て
い
る
方
は
豪
雪
に
よ
る
困

難
、
利
便
性
の
悪
さ
か
ら
も
う
少
し
町
部

へ
と
移
住
を
考
え
て
い
る
人
が
多
い
。
集

落
と
の
繋
が
り
も
残
し
た
い
の
で
県
南
に

職
場
が
あ
る
方
で
あ
れ
ば
職
場
ま
で
車
で

三
十
分
圏
内
、
具
体
的
に
は
増
田
町
内
、

い
が
で
き
な
く
て
、
墓
じ
ま
い
と
ま
で

な
っ
て
し
ま
う
の
か
？

　
こ
の
よ
う
に
、
死
後
様
々
な
多
く
の
問

題
が
あ
り
、こ
う
い
っ
た
事
を
考
え
る
と
、

不
安
と
心
配
を
抱
え
な
が
ら
、
生
活
を
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

十
文
字
、
旧
横
手
市
内
へ
移
っ
て
行
く
。

　
現
状
で
は
移
転
し
た
先
の
地
域
で
の
お

檀
家
さ
ん
の
数
が
全
体
の
四
分
の
一
近
く

に
な
っ
て
お
り
十
年
前
は
十
四
日
か
ら

十
六
日
ま
で
の
三
日
間
で
行
っ
て
い
た
お

盆
経
が
い
ま
で
は
広
域
化
の
為
八
日
か
ら

十
六
日
ま
で
の
九
日
間
に
変
化
し
て
い

る
。
い
ず
れ
お
檀
家
さ
ん
も
世
代
交
代
が

進
む
ご
と
に
よ
り
遠
方
の
都
市
部
に
経
済

性
と
利
便
性
を
求
め
て
移
住
し
て
行
く
の

は
明
白
だ
ろ
う
。

　
先
祖
を
敬
い
お
寺
指
定
の
日
時
に
家
を

開
け
て
お
ら
れ
る
方
の
前
で
、
ま
た
田
舎

は
田
舎
で
あ
る
こ
と
に
意
味
を
見
い
だ
し

て
い
る
方
の
前
で
読
経
を
終
え
今
年
も
お

寺
の
年
間
行
事
の
一
つ
を
修
行
で
き
た
安

堵
と
人
口
流
出
に
よ
る
変
化
へ
の
対
応
を

考
え
て
例
年
通
り
の
お
盆
が
終
わ
る
。

独
り
暮
ら
し
の
方
の
老
い
と
死
後
に
つ
い
て

海
蔵
寺
　
長
谷
川
　
泰
幸

お
盆
経
と
過
疎
に
よ
る
広
域
化

常
在
寺
　
伊
藤
　
章
芳
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今
か
ら
３
年
前
、
秋
田
県
主
宰
の
「
秋

田
活
力
人
」
の
事
業
に
地
域
の
協
力
者
の

一
人
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
秋
田
活
力
人
」
と
は
、
県
が
国
際
教

養
大
学
と
連
携
し
て
、
秋
田
県
を
盛
り
上

げ
る
人
材
を
育
て
る
と
い
う
事
業
で
あ
り

ま
す
。

　
５
期
目
に
あ
た
る「
秋
田
活
力
人
」は
、

30
人
弱
の
県
内
有
志
の
方
々
で
す
。
自
分

の
住
ん
で
い
る
地
域
を
活
気
づ
け
た
い
と

い
う
想
い
で
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
さ
れ
る

方
々
で
す
の
で
、
熱
心
な
人
が
多
い
と
い

う
印
象
で
し
た
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
の
実
践
地
域
と
し
て
選

ば
れ
た
の
が
、
当
寺
院
が
あ
る
湯
沢
市
松

岡
地
区
で
す
。
地
元
の
人
に
代
わ
っ
て
こ

の
地
を
盛
り
上
げ
る
催
し
を
、
一
年
か
け

て
試
行
錯
誤
し
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
毎
年
秋
に
行
っ
て
い
る
収
穫
祭
を
軸

に
し
て
、
様
々
な
催
し
を
行
う
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
地
域
の
人
々
も
「
活
力
人
」

に
お
ん
ぶ
に
抱
っ
こ
で
は
い
け
な
い
と
い

う
気
持
ち
か
ら
、
と
て
も
前
向
き
に
協
力

し
あ
い
ま
し
た
。

　
当
日
、
会
館
で
の
芋
の
子
汁
、
竹
や
松

ぼ
っ
く
り
で
作
る
花
炭
、
地
域
で
信
仰
さ

れ
る
白
山
へ
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
と
様
々
な

催
し
を
行
い
ま
し
た
。
中
で
も
春
に
地
域

一
軒
ず
つ
ヒ
マ
ワ
リ
を
植
え
て
も
ら
い
、

植
え
た
ヒ
マ
ワ
リ
と
笑
顔
の
写
真
を
パ
ネ

ル
に
し
て
飾
り
ま
し
た
。
皆
が
ヒ
マ
ワ
リ

の
種
を
収
穫
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
地
域

一
体
で
の
収
穫
祭
と
な
り
ま
し
た
。
参
加

者
も
例
年
に
比
べ
て
、
か
な
り
多
か
っ
た

そ
う
で
す
。

　
継
続
で
き
る
事
業
と
い
う
こ
と
で
企
画

さ
れ
た
「
収
穫
祭
」
は
、
地
元
有
志
の
協

力
で
「
秋
田
活
力
人
」
の
事
業
が
終
了
し

て
も
毎
年
行
っ
て
お
り
ま
す
。
私
も
微
力

な
が
ら
地
域
の
人
た
ち
と
協
力
し
て
い
ま

す
。

　
寺
檀
一
致
と
よ
く
言
い
ま
す
が
、
自
ら

が
地
域
に
飛
び
込
み
住
民
と
和
合
す
る
こ

と
で
、
地
域
と
お
寺
と
の
在
り
方
が
よ
り

良
く
見
え
た
気
が
し
ま
す
。

　
　
※�

当
コ
ー
ナ
ー
の
掲
載
順
は
原
稿
到

着
順
で
す
。
ま
た
、
肩
書
き
と
ご

氏
名
は
原
稿
に
準
じ
ま
し
た
。

地
域
と
共
に霊

仙
院
　
嶋
森
　
裕
憲

★あなたの性別は？　　男性（11）　　女性（32）

★�あなたの年齢は？　20 代（０）　30 代（２）　40 代（３）　50 代（１）
　60 代（18）　70 代（15）　80 代以上（３）

◎講座へのご感想・ご意見を自由にお書き下さい。

①梅花も大変よかった
・三宝御和讃、初めてでしたが心に響いて感動の涙が出ました
・三宝御和讃感動しました。素晴らしい試み
・初めて梅花流詠讃歌に触れることができて良かった
・梅花流の講習は良かった。五線譜の梅花流良かった
・梅花もあり、バラエティに富んでいて３時間があっという間でした
・三宝御和讃思いもよらず良かったです
・三宝御和讃は亡き主人を思い出し涙が止まりませんでした
・�大変ためになるお話ばかりで楽しかったです。和讃も初めて体験し
ましたが美しいですね。宗務所以外の会場も新鮮で良いと思いまし
た。
・梅花流詠讃歌の三宝御和讃を初めて聞いた
・�（梅花流詠讃）歌があると聞いていましたが、普通の人は歌えない、
特別な時でないと歌えないと思っていたし、聞けないと思ってまし
た。またこんな会がありましたら、梅花お願いします。

②学ぶことが多かった
・この歳で人としての勉強になりました
・�仏の教えは普段の生活でも心に留めておくことで心おだやかに暮ら
す事が出来るのだなぁと感じた
・�仏教の話といえば、難しいというイメージがあるがお話を聞いて、
日常の生活、行動そのものであることを教えてもらいました。自分
の生き方、あり方を振り返る機会にもなりました。

③休み時間のお茶とお菓子ありがとうございました
・優しい心くばりに心が癒された

④�「同事」「私たちをつなぐもの」など分かりやすかった。今後、仏教

作法など教えてほしい
・印象に残った言葉「布施」「同事」「智慧」
・「同事」「智慧」という言葉を学ぶことが出来て良かった

⑤講師のユーモアある語りと内容のあるお話で良かったです
・�玉林寺様のお話に特に心打たれました（どのお話も録音したいです。
家に帰ってから聞き直したい）
・真面目なお話だけでなく、ユーモアもあって楽しかったです
・�インパクトのある和尚さんで楽しかったです。聞きやすい進行でし
た。

⑥なかいちでの開催、参加してみようという気持ちになれました
・次回も同じ会場（なかいち）を希望します
・新しい今回のような場所での開催も良いと思います
・�なかいち、街へ飛び出しての仏教講座とても楽しい教室になりまし
た

⑦とても良い講座でしたので、広報活動に力をいれてほしい
・主婦は夕飯のことを考えると４時までやられると困る
・入口に案内があれば良かった
・�次年度からは会場をお寺の本堂とかにしてもらいたい。実際に多く
のいろんな仏さまの前で研修するといいのではないか�→�なぜなら
永平寺や総持寺、正法寺にはめったに行けませんから…

⑧�思っていたよりリラックスして参加できました。面白かったです。
声を出して、身体も動かして、SMAPの名前も聞けて、ホロッとす
る話も聞けて心の保養になりました。イケメンのお坊さんも見られ
て目の保養にもなりました。
・�この講座に参加する毎に自分の心が洗われる様な気持ちになります
（毎回楽しみにしている講座です）�
・「仏教講座」の違う面が見られて興味深かった
・仏教講座はなぜ始められたのでしょうか？

� ※仏教講座第一回のアンケートの抜粋掲載　於：なかいち

第１回仏教講座アンケート集計 （44/51 人）
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心
を
以
て
心
が
伝
わ
る

秋
田
県
宗
務
所
ネ
ッ
ト
法
話
〈
６
〉

　

あ
る
人
類
学
者
の
言
葉
に
「
両
者
間
の
対
話
で
は
、
言
葉
に
よ
っ
て
伝

え
ら
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
全
体
の
35
％
に
す
ぎ
ず
、
残
り
の
65
％
は
、

話
ぶ
り
、
動
作
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
、
相
手
と
の
間
の
と
り
方
な
ど
、
言
葉

以
外
の
手
段
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
る
」
が
あ
り
ま
す
。

　

最
近
は
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、
様
々
な
情
報

を
受
け
取
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
誰
に
で
も
手
軽
に
用
件
を
伝
え
る
こ
と
も
出
来
る
よ
う
に
も
な
り
ま

し
た
。
よ
り
多
く
の
情
報
を
よ
り
多
く
の
人
と
短
時
間
で
共
有
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
時
代
と
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
人
と
接
す
る
上
で
重
要
と
さ

れ
て
き
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
あ
ま
り
重
要
性
を
持
た
な
く
な
っ
た

よ
う
な
感
じ
が
い
た
し
ま
す
。

　

私
の
お
寺
で
は
七
月
に
お
地
蔵
さ
ま
の
縁
日
、
い
わ
ゆ
る
地
蔵
祭
り
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
日
ば
か
り
は
普
段
は
静
か
な
境
内
に
も
た
く
さ

ん
の
人
た
ち
が
お
参
り
に
来
ら
れ
ま
す
。
特
に
季
節
柄
浴
衣
を
着
た
若
い

人
や
子
供
連
れ
の
方
が
多
い
の
も
地
蔵
祭
り
の
特
徴
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。

　

こ
の
地
蔵
祭
り
で
は
ご
家
族
皆
さ
ん
の
健
康
と
幸
せ
を
お
祈
り
す
る
祈

祷
法
要
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
法
要
に
毎
年
来
ら
れ
る
あ
る
ご
夫
婦

が
お
り
ま
す
。
あ
る
時
、そ
の
ご
夫
婦
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
内
容
と
い
う
の
は
遠
く
に
い
る
家
族
の
ご
祈
祷
も
出
来
る
の
か
、
と

い
う
も
の
で
し
た
。
私
は
「
大
丈
夫
で
す
よ
、
心
に
思
う
人
の
お
名
前
を

書
い
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。」
と
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

実
際
に
離
れ
て
暮
ら
す
息
子
さ
ん
や
娘
さ
ん
の
こ
と
を
思
い
ご
祈
祷
さ

れ
る
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
の
ご
夫
婦
は
お
孫
さ
ん
の
お
名

前
を
書
い
て
お
り
ま
し
た
。
申
込
用
紙
に
一
文
字
一
文
字
丁
寧
に
書
い
て

い
た
お
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
お
そ
ら
く
お
孫
さ
ん
が
元
気
に
育
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
私
は
そ
の
よ
う
な

こ
と
を
思
い
な
が
ら
法
要
を
つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
時

以
来
、
ご
夫
婦
は
毎
年
必
ず
お
参
り
に
来
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　　

と
こ
ろ
が
数
年
前
、
ご
夫
婦
が
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
お
寺
に
行
く
こ
と
が
出
来

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
た
だ
毎
年
お
孫
さ
ん
の
ご
祈
祷
を
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
の
で
、
例
年
通
り
ご
祈
祷
を
お
願
い
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

そ
し
て
後
日
体
調
が
良
く
な
っ
た
ら
お
寺
に
受
け
取
り
に
行
く
の
で
そ
れ

ま
で
ご
祈
祷
の
お
札
を
預
か
っ
て
い
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

私
は
し
ば
ら
く
お
札
を
預
か
っ
て
お
り
ま
し
た
。
直
接
ご
自
宅
を
伺
っ

て
お
渡
し
す
る
こ
と
も
考
え
ま
し
た
が
、
ど
う
や
ら
旦
那
さ
ん
が
入
院
さ

れ
て
い
る
様
子
。
私
は
ご
自
宅
に
伺
う
の
も
ご
迷
惑
に
な
る
と
思
い
、
そ

れ
な
ら
ば
と
遠
く
に
住
ん
で
い
る
息
子
さ
ん
に
直
接
連
絡
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

光
岸
寺
住
職
　
佐
　
藤
　
道
　
彦
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事
情
を
知
っ
た
息
子
さ
ん
は
大
変
驚
い
た
様
子
で
し
た
。
突
然
の
電
話

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ご
両
親
が
こ
の
よ
う
な
ご
祈
祷
を

し
て
い
る
こ
と
自
体
知
ら
な
か
っ
た
そ
う
な
の
で
す
。

　

私
は
て
っ
き
り
祈
祷
し
た
お
札
は
お
孫
さ
ん
に
お
渡
し
し
て
い
る
も
の

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
あ
ら
た
め
て
息
子
さ
ん
に
地
蔵
祭
り
の
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
と
、
ご
自
身
も
小
さ
い
時
に
両
親
に
連
れ
ら
れ
て
行
っ
た
こ
と
を
覚
え

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
記
憶
と
し
て
は
提
灯
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
こ
と
、
そ

し
て
自
分
も
本
堂
に
上
が
り
ご
祈
祷
を
し
た
こ
と
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を

実
に
懐
か
し
そ
う
に
お
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

私
は
息
子
さ
ん
に
ご
両
親
が
今
は
お
孫
さ
ん
の
お
名
前
を
書
い
て
ご
祈

祷
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
お
伝
え
し
た
と
こ
ろ
、
息
子
さ
ん
、
つ
ぶ
や
く
よ

う
な
口
調
で
こ
う
言
う
の
で
す
。

「
な
ん
だ
か
あ
り
が
た
い
な
～
」

　

ご
両
親
は
い
つ
も
実
家
に
帰
る
と
お
孫
さ
ん
を
か
わ
い
が
っ
て
く
れ
る

そ
う
で
す
。
そ
し
て
お
孫
さ
ん
も
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
会
え

る
の
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
け
れ
ど
も
お
孫
さ
ん
も

大
き
く
な
り
学
校
行
事
が
あ
っ
た
り
し
て
な
か
な
か
会
い
に
行
く
こ
と
が

出
来
な
く
な
っ
た
。
息
子
さ
ん
も
仕
事
が
あ
っ
た
り
、
付
き
合
い
が
あ
っ

た
り
で
忙
し
い
。
帰
っ
た
と
し
て
も
ま
た
す
ぐ
に
戻
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
り
も
す
る
。
今
回
も
父
親
が
体
調
を
崩
し
た
と
い
う
の
で
一
度

帰
っ
た
け
れ
ど
、大
丈
夫
そ
う
な
の
で
あ
ま
り
会
話
を
す
る
こ
と
も
な
く
、

す
ぐ
に
帰
っ
て
き
た
そ
う
で
、
い
つ
も
「
申
し
訳
な
い
な
」
と
思
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。
で
も
毎
年
自
分
た
ち
の
こ
と
を
思
っ
て
お
参
り
し
て
く
れ

て
い
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
い
た
い
、
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

　

息
子
さ
ん
は
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
て
も
ず
っ
と
見
守
っ
て
く
れ
て
い
た

ご
両
親
の
存
在
に
あ
ら
た
め
て
思
い
を
致
し
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
そ
の

ご
両
親
の
思
い
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
た
息
子
さ
ん
は「
あ
り
が
と
う
」

と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
を
素
直
に
表
し
て
く
れ
た
の
で
す
。

　

結
局
、
そ
の
お
札
は
お
盆
に
息
子
さ
ん
が
帰
省
す
る
ま
で
私
が
預
か
っ

て
お
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
直
接
ご
本
人
に
お
渡
し
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

　
「
以
心
伝
心
」
と
い
う
言
葉
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　　
「
心
を
以
て
心
が
伝
わ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

物
事
を
進
め
て
い
く
上
で
言
葉
と
い
う
も
の
は
非
常
に
大
切
で
す
。

　

ま
た
相
手
に
意
思
を
伝
え
る
有
効
な
手
立
て
で
も
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
言
葉
だ
け
で
は
伝
わ
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
こ
と
を
こ
の
言
葉

は
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

言
葉
で
は
目
の
前
の
現
象
を
表
現
す
る
こ
と
は
出
来
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
心
の
中
す
べ
て
を
表
現
し
、
伝
え
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
す
。

　
「
心
が
伝
わ
る
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　

お
釈
迦
様
は
こ
の
よ
う
に
お
示
し
に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
　

も
の
ご
と
は
心
に
も
と
づ
き
、
心
を
主
と
し
、

　
　
　
　
　
　
　

心
に
よ
っ
て
つ
く
り
出
さ
れ
る

　
　

も
し
も
清
ら
か
な
心
で
話
し
た
り
行
っ
た
り
す
る
な
ら
ば
、

　
　
　
　
　
　
　

た
の
し
み
は
そ
の
人
に
つ
き
従
う

　
　

影
が
そ
の
か
ら
だ
か
ら
離
れ
な
い
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ダ
ン
マ
パ
ダ　

二
）

　

清
ら
か
な
心
、
つ
ま
り
「
ま
ご
こ
ろ
」
を
持
っ
て
接
す
れ
ば
必
ず
や
相

手
の
心
に
届
く
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
果
た
し
て
自
分
は
ま
わ
り
の
人
に
対
し
て
「
ま
ご
こ
ろ
」
を

持
っ
た
行
い
が
出
来
て
い
る
か
ど
う
か
今
一
度
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

私
た
ち
は
一
人
で
生
き
て
い
く
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
必
ず
誰
か
の
力

を
借
り
て
、
時
に
は
誰
か
の
力
と
な
っ
て
寄
り
添
い
合
い
な
が
ら
生
き
て

い
る
の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
「
ま
ご
こ
ろ
」
を
も
っ
て
寄
り
添
い
、
共
に

生
き
て
い
く
、
そ
の
よ
う
な
生
き
方
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
す
。
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行
事
報
告

◎
梅
花
講
習
会

　

4
月
1
日

◎
梅
花
流
指
導
者
養
成
所

　

4
月
5
日

◎
寺
族
会
総
会

　

4
月
12
日

◎
梅
花
流
指
導
者
養
成
所

　

4
月
13
日

◎
梅
花
流
指
導
者
養
成
所

　

5
月
6
日

◎
布
教
委
員
会
・
布
教
協
議
会

　

5
月
11
日

◎
梅
花
流
指
導
者
養
成
所

　

5
月
12
日

◎
梅
花
流
講
習
会

　

5
月
13
日

◎
梅
花
流
全
国
奉
詠
大
会

　

5
月
17
日
～
20
日

◎
布
教
師
養
成
講
座

　

5
月
23
日

◎
梅
花
講
習
会

　

6
月
3
日

◎
所
会
監
査
会

　

6
月
8
日

◎
梅
花
流
宗
務
所
講
師
等
研
修
会

　

6
月
8
日

◎
特
派
布
教
巡
回

　

6
月
13
日
～
18
日

◎
宗
務
所
婦
人
会
総
会

　

6
月
14
日

◎
梅
花
流
指
導
者
養
成
所

　

6
月
20
日

◎
宗
務
所
護
持
会
総
会
・
研
修
会

　

6
月
20
日

◎
東
北
管
区
宗
務
所
連
絡
協
議
会
（
山
形
市
）

　

6
月
28
日
～
29
日

◎
梅
花
流
講
習
会

　

7
月
1
日

◎
布
教
部
第
1
回
仏
教
講
座

　（
秋
田
市
な
か
い
ち
）

　

7
月
2
日

◎
梅
花
流
指
導
者
養
成
所

　

7
月
4
日

◎
梅
花
流
指
導
者
養
成
所

　

7
月
5
日

◎
東
北
管
区
婦
人
会
研
修
会
（
青
森
市
）

　

7
月
5
日
～
6
日

◎
研
修
部
研
修
会

　

7
月
6
日

◎
梅
花
流
全
県
大
会

　

7
月
26
日

◎
通
常
所
会
（
決
算
）

　

7
月
29
日

各
部
部
員
名
簿
（
太
字
は
部
長
）

布
教
部�

教
区�

寺
院
名

柴
田　

康
裕　
　

６　
　

洞
雲
寺

松
山　

純
正　
　

１　
　

林
清
寺

村
松　

玉
宗　
　

１　
　

源
正
寺

高
栁　

龍
哉　
　

１　
　

勝
平
寺

鈴
木　

慶
道　
　

１　
　

東
光
寺

菅
野　

紀
道　
　

２　
　

鷲
林
寺

小
澤　

孝
全　
　

２　
　

天
昌
寺

宮
本　

康
博　
　

３�

慈
音
寺

鮎
川　

義
寛　
　

４�

珠
林
寺

佐
藤　

良
浩　
　

４　
　

清
光
院

冨
士
盛
敬
雄　
　

４　
　

永
傅
寺

戸
澤　

広
悦　
　

６　
　

長
泉
寺

佐
々
木
耕
志　
　

７　
　

福
城
寺

佐
々
木
賢
慈　
　

７　
　

満
勝
寺

堀
井　

英
和　
　

８　
　

満
福
寺

木
村　

高
寿　
　

９　
　

梅
林
寺

渡
辺　

英
心　
　

９　
　

松
庵
寺

山
田　

卓
爾　
　

９　
　

倫
勝
寺

栗
谷　

大
三　
　

10　
　

福
厳
寺

奥
山　

一
英　
　

10　
　

福
寿
寺

菅
原　

芳
徳　
　

11　
　

圓
通
寺

吉
田　

順
一　
　

11　
　

長
福
寺

岩
舘　

裕
章　
　

11　
　

恩
徳
寺

黒
木　

淳
祐　
　

12　
　

満
蔵
寺

畠
山　

晋
吾　
　

12　
　

鷲
泉
寺

奥
山　

祖
道　
　

13　
　

祥
雲
寺

熊
谷　

右
忍　
　

14　
　

蚶
満
寺

佐
藤　

道
彦　
　

14　
　

光
岸
寺

砂
川　

文
佳　
　

14　
　

耕
傳
寺

岡
部　

顕
雄　
　

15　
　

龍
泉
寺

大
佐
賀
正
信　
　

18　
　

実
相
寺

研
修
部�

教
区�

寺
院
名

高
橋　

一
浩　
　

16　
　

蔵
伝
寺

佐
藤　

俊
明　
　

１　
　

白
馬
寺

佐
藤　

秀
嗣　
　

２　
　

陽
廣
寺

伊
東　

義
寛　
　

４　
　

光
禅
寺

藤
原　

晃
徳　
　

４　
　

正
眼
寺

木
島　

宏
人　
　

５　
　

信
翁
院

久
米　

道
人　
　

５　
　

廣
澤
寺

二
坂　

佳
邦　
　

５　
　

雲
岩
寺

藤
谷　

俊
晃　
　

５　
　

祥
雲
寺

安
孫
子
賢
太　
　

８　
　

東
陽
寺

伊
藤　

昭
人　
　

８　
　

龍
巌
寺

伊
藤　

湖
峰　
　

８　
　

奠
蔵
院

山
谷　

尚
智　
　

８　
　

龍
像
院

奥
山　

真
行　
　

10　
　

源
昌
寺

佐
々
木
雅
也　
　

11　
　

曹
源
院

小
嶋　

良
晃　
　

13　
　

洞
泉
寺

楢
岡　

一
英　
　

14　
　

高
昌
寺

山
中　

尚
幸　
　

14　
　

禅
林
寺

渡
会　

泰
明　
　

14　
　

快
禅
寺

赤
石　

基
彦　
　

15　
　

久
昌
寺

田
口　

真
穂　
　

15　
　

東
光
寺
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國
安　

格
道　
　

16　
　

重
福
寺

戸
部　

文
雄　
　

16　
　

永
蔵
寺

浅
原　

拓
磨　
　

17　
　

祗
薗
寺

加
藤　

秀
範　
　

17　
　

福
昌
寺

水
野　

聡
哉　
　

18　
　

立
昌
寺

梅
花
部�
教
区�

寺
院
名

浅
田　

高
明　
　

４　
　

長
谷
寺

佐
藤　

晃
心　
　

２　
　

乗
江
院

柴
田　

和
明　
　

２　
　

東
泉
寺

近
藤　

俊
彦　
　

３　
　

圓
通
寺

本
間　

俊
英　
　

４　
　

恵
林
寺

嶋
森　

裕
憲　
　

５　
　

霊
仙
院

柿
崎　

隆
穏　
　

５　
　

東
山
寺

田
口　

眞
山　
　

７　
　

常
泉
寺

伊
藤　

道
人　
　

７　
　

太
寧
寺

森
澤　

宜
彰　
　

８　
　

東
源
寺

遠
藤　

隆
幸　
　

８　
　

東
光
院

鈴
木　

泰
賢　
　

９　
　

清
徳
寺

村
松　

良
周　
　

９　
　

正
傳
寺

柳
川　

一
童　
　

９　
　

玉
鳳
院

亀
谷　

隆
道　
　

10　
　

太
平
寺

清
水　

道
広　
　

10　
　

正
法
院

伊
藤　

泰
裕　
　

11　
　

圓
福
寺

本
間　

雅
憲　
　

12　
　

普
門
院

三
浦　

賢
翁　
　

13　
　

大
龍
寺

郡　
　

亮
善　
　

13　
　

観
音
寺

山
中　

律
雄　
　

14　
　

禅
林
寺

佐
藤　

俊
晃　
　

18　
　

龍
泉
寺

佐
藤　

宗
明　
　

18　
　

全
應
寺

・
第
一
回
布
教
師
養
成
講
座

　

平
成
28
年
５
月
23
日
（
月
）
宗
務
所
・

禅
セ
ン
タ
ー
に
て
、宗
務
所
主
催
第
一
回
、

布
教
師
養
成
講
座
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の

講
座
も
４
年
目
を
迎
え
、
よ
り
充
実
し
た

講
座
に
な
る
よ
う
に
ご
講
師
の
皆
様
に
ご

努
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

こ
の
度
も
、
昨
年
に
引
き
続
き
富
山
県

林
洞
寺
御
住
職
・
倉
田
豊
彰
老
師
に
講
師

を
お
願
い
し
た
。
当
日
は
、
午
前
に
講
師

の
ご
講
演
を
い
た
だ
き
、
午
後
は
12
名
の

方
々
に
10
分
法
話
と
５
分
法
話
の
実
演
を

お
こ
な
っ
た
。
10
分
法
話
は
栗
谷
大
三
師

と
佐
藤
良
浩
師
が
実
演
を
お
こ
な
っ
た
。

総
評
と
し
て
、
受
講
生
の
真
剣
な
取
り
組

み
が
改
め
て
評
価
さ
れ
て
い
た
。

・
第
一
回
仏
教
講
座

　

平
成
28
年
７
月
２
日
（
土
）
に
ぎ
わ
い

交
流
館
「
な
か
い
ち
」
４
階
に
て
、
布
教

部
主
催
の
仏
教
講
座
が
開
催
さ
れ
た
。
今

回
は
初
め
て
の
取
り
組
み
と
し
て
、
宗
務

所
・
禅
セ
ン
タ
ー
以
外
の
場
所
で
の
開
催

と
な
っ
た
。
当
日
は
参
加
者
50
名
を
こ
え

る
参
加
と
な
り
、
初
め
て
参
加
さ
れ
た

方
々
も
多
く
思
い
の
ほ
か
盛
況
と
な
っ

た
。
ま
ず
、
梅
花
部
と
の
コ
ラ
ボ
と
し
て

梅
花
流
詠
讃
歌
の
奉
詠
と
参
加
者
も
一
緒

に
お
唱
え
が
出
来
る
よ
う
簡
単
な
指
導
も

行
っ
た
。
そ
の
後
、
禅
語
解
説
を
20
分
、

法
話
を
40
分
、
仏
教
マ
メ
知
識
20
分
と
進

み
盛
況
の
う
ち
に
終
え
た
。
そ
の
後
の
参

加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
宗
務
所

以
外
で
の
開
催
も
好
評
を
得
た
。

※
23
ペ
ー
ジ
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
掲
載

・
寺
院
実
務
研
修

　

平
成
28
年
７
月
６
日
（
水
）
宗
務
所
・

禅
セ
ン
タ
ー
に
て
、
研
修
部
主
催
の
寺
院

実
務
研
修
が
開
催
さ
れ
た
。
講
師
と
し
て

横
手
市
洞
雲
寺
住
職
・
柴
田
康
裕
老
師
を

お
迎
え
し
、「
続
　々

自
己
に
向
き
あ
う
─

法
相
二
巻
抄
に
学
ぶ
─
」
と
題
し
、
鎌
倉

時
代
の
法
相
宗
の
学
僧
・
良
遍
が
母
親
に

宛
て
て
書
い
た
手
紙
と
さ
れ
る
『
法
相
二

巻
抄
』
を
読
み
進
め
な
が
ら
、
唯
識
の
教

説
に
つ
い
て
研
鑽
を
深
め
た
。

訂
正

　

先
号
に
掲
載
の
15
教
区
妙
音
寺
様

の
本
葬
日
程
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。

　

正
し
く
は
６
月
10
日
～
11
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

講師　倉田老師

講師　柴田老師

聞き入る聴衆
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今
年
の
夏
は
、
思
い
の
ほ
か
寝
不
足
の
日
々
が
続
い
た
。
そ
の
原
因
は
、
ご
推

察
の
通
り
「
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
か
ら
目
が
離
せ
な
か
っ
た
こ

と
と
毎
年
恒
例
、
甲
子
園
で
の
「
高
校
野
球
」
と
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
好
き
の
身
と
し

て
は
、
嬉
し
く
て
辛
い
毎
日
が
続
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

特
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
日
本
に
と
っ
て
今
ま
で
で
最
多
の
メ
ダ
ル
数
、

四
十
一
個
を
獲
得
し
た
の
だ
。
競
技
を
通
じ
て
感
じ
た
の
は
、
逆
転
で
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
た
選
手
が
目
に
つ
い
た
こ
と
で
あ
る
。
一
昔
前
な
ら
、
日
本
人
選
手
を
表

現
す
る
こ
と
ば
に
「
本
番
に
弱
い
」「
精
神
面
に
弱
さ
を
感
じ
る
」
等
と
言
わ
れ

て
き
た
よ
う
に
思
う
。

　

そ
し
て
、
競
技
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
、「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。」
と

言
っ
た
よ
う
な
前
向
き
な
表
現
が
多
く
聞
か
れ
た
。

　

自
分
な
り
に
、
メ
ダ
ル
数
が
増
え
た
原
因
を
考
え
て
み
た
。
そ
れ
は
、
昔
に
比

べ
選
手
の
す
ぐ
身
近
に
メ
ダ
リ
ス
ト
が
い
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う
。
レ
ス
リ

ン
グ
女
子
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
53
キ
ロ
級
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
吉
田
沙
保
里
選

手
等
の
功
績
は
非
常
に
大
き
い
と
思
う
。
彼
女
を
慕
う
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
48
キ
ロ

級
の
登
坂
絵
莉
選
手
、
同
69
キ
ロ
級
の
土
性
沙
羅
選
手
、
同
63
キ
ロ
級
の
川
井
梨

沙
子
選
手
等
の
金
メ
ダ
ル
も
吉
田
選
手
に
あ
こ
が
れ
て
「
彼
女
の
よ
う
に
成
り
た

い
」
と
の
あ
つ
い
思
い
が
結
び
つ
い
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

　

八
月
の
お
盆
の
疲
れ
も
と
れ
な
い
時
期
の
開
催
で
は
あ
っ
た
が
、
県
布
教
師

会
、
禅
セ
ン
タ
ー
三
部
会
の
研
修
を
兼
ね
た
「
布
教
師
養
成
講
座
」
の
講
師
と
し

て
、
昨
年
か
ら
何
度
か
お
い
で
い
た
だ
い
た
、
花
園
大
学
教
授
、
佐
々
木
閑
先
生

の
講
演
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
「
皆
さ
ん
は
過
去
世
に
お
い
て
ブ
ッ
ダ
に
出
会
っ

た
方
々
だ
か
ら
尊
い
」「
ブ
ッ
ダ
に
憧
れ
て
ブ
ッ
ダ
に
成
る
べ
き
途
上
の
存
在
な

の
だ
」
と
い
た
だ
い
た
。
そ
の
言
葉
に
、
仏
教
徒
で
あ
る
意
味
を
感
じ
た
の
は
私

だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

�

（
昭
道
記
）

編
集
後
記

日時　平成 28 年 11 月 16 日（水）
　　　午後１時受付　１時半開演

場所　秋田キャッスルホテル

講師　恐山院代・福井県霊泉寺住職　南　直哉老師
　　　演題「魂のゆくえ」

　　　対象は一般です。（檀信徒の皆様もお誘い下さい。）

著書『賭ける仏教　出家の本懐を問う６つの対話』（春秋社、2011 年 7 月）
　　『恐山　死者のいる場所』（新潮新書、2012 年 4 月）
　　『善の根拠』（講談社現代新書、2014 年 12 月）
　　『刺さる言葉「恐山あれこれ日記抄」』（筑摩書房、2015 年 5 月）

宗務所からのお知らせ

「禅をきく会」について
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平成 28 年度　梅花流全国奉詠大会
於：富山市総合体育館　平成 28 年 5 月 18 日

平成 28 年度　梅花流秋田県奉詠大会
於：秋田県民会館　平成 28 年７月 12 日
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年 間 行 事 予 定
平成28年度（2016）

平成29年度（2017）

友引 管区 宗務所 宗務庁 県内寺院

31
月

30
日
十
六
教
区
蔵
傳
寺
晋
山
落
慶

九
教
区
倫
勝
寺
晋
山
結
制

31
土

29
土

30
水

30
金

28
金

29
火

29
木

27
木

28
月
写
経
会
・
仏
教
講
座
③

28
水

26
水

27
日

27
火

25
火
管
区
人
権
啓
発
研
修
会

26
土

26
月

宗
務
所
休
務

24
月

25
金

25
日

23
日

24
木

24
土

22
土

23
水
勤
労
感
謝
の
日

23
金

天
皇
誕
生
日

21
金

22
火

22
木

20
木

21
月

21
水

19
水

20
日

20
火

18
火

本
山
研
修

19
土

19
月

17
月

18
金

18
日

16
日
七
教
区
南
翁
寺
晋
結
本
葬

17
木

17
土

15
土

16
水
禅
セ
ン
タ
ー
設
立
集
会
・
公
開
講
座

16
金

14
金

15
火

15
木

13
木

14
月

14
水

12
水
仏
教
講
座
・
野
外
研
修

13
日

13
火

11
火
梅
花
養
成
所

12
土

12
月

10
月
体
育
の
日

11
金
梅
花
講
習
会

11
日

9
日

10
木
梅
花
検
定
（
中
央
・
県
南
）
10
土

8
土

9
水
曹
青
東
北
大
会（
宮
城
）
9
金

7
金
梅
花
講
習
会

8
火
梅
花
養
成
所

8
木

6
木
宗
務
所
長
杯
野
球
大
会

7
月

7
水

寺
族
宗
務
所
集
会

6
日

6
火
梅
花
養
成
所

5
水

5
土

5
月

4
火
梅
花
養
成
所

4
金

4
日

3
月

3
木
文
化
の
日

3
土

２
日
三
教
区
大
泉
寺
晋
山
結
制

２
水
梅
花
養
成
所

２
金
梅
花
講
習
会

１
土

１
火
禅
セ
ン
タ
ー
記
念
日
１
木

月/日

10

OCT

月/日

11

NOV

月/日

12

DEC

31
火
梅
花
流
指
導
者
一
泊
講
習

31
金

30
月

30
木

29
日

28
火

29
水

28
土

27
月

28
火

27
金

26
日

27
月

26
木

25
土

26
日

25
水

24
金

25
土

24
火
宗
務
所
梅
花
講
役
員
会

23
木

24
金
通
常
所
会

23
月

22
水
宗
務
所
梅
花
講
講
長
会

23
木

22
日

諮
問
委
員
会

22
水

21
土

21
火

21
火

20
金

20
月

20
月
春
分
の
日

19
木

19
日

19
日

18
水

18
土

18
土

17
火

17
金

17
金

16
月

16
木
布
教
師
養
成
講
座

16
木

15
日

15
水

15
水

14
土

14
火

14
火

13
金

13
月

13
月

12
木

12
日

12
日

11
水

11
土
建
国
記
念
の
日

11
土

10
火

10
金
研
修
部
②

10
金
梅
花
養
成
所

9
月

成
人
の
日

9
木

9
木

8
日

8
水

8
水

7
土

7
火

7
火

6
金

6
月

6
月

5
木

宗
務
所
休
務

5
日

5
日

4
水

4
土

4
土

3
火

3
金
梅
花
講
習
会

3
金
梅
花
講
習
会

２
月

２
木

２
木

１
日

元
　
　
旦

１
水

１
水

月/日

１

JAN

月/日

２

FEB

月/日

３

MAR
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